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第 1 章

概要

この章は、次の項で構成されています。

•システムの概要（1ページ）
•機能と利点（3ページ）
•シャーシのコンポーネント（5ページ）
• LED（22ページ）

システムの概要
CiscoUCS5108サーバシャーシとそのコンポーネントは、CiscoUnifiedComputingSystem（UCS）
の構成要素です。Cisco Unified Computing System（UCS）は、Cisco UCS 5108サーバシステム
とともに 2つの I/Oモジュールおよび Cisco UCSファブリックインターコネクトを使用して、
サーバおよびデータ管理における高度なオプションや機能を提供します。すべてのサーバは、

Cisco UCS Managerの GUIまたは CLIを介して管理されます。

Cisco UCS 5108サーバシャーシシステムは、次のコンポーネントから構成されます。

•シャーシバージョン:

• CiscoUCS5108サーバシャーシACバージョン（UCSB-5108-AC2またはN20-C6508）

• Cisco UCS 5108サーバシャーシ DCバージョン（UCSB-5108-DC2または
UCSB-5108-DC）

• I/Oモジュール (IOM)のバージョン:

• Cisco UCS 2408 I/Oモジュール (UCS-IOM-2408)—最大 2個の I/Oモジュール、各モ
ジュールには、8つの 10/25ギガビット SFP28アップリンクポートおよび 32個の 10
ギガビットバックプレーンポートが装備されています。

• Cisco UCS 2304 I/Oモジュール（UCS-IOM-2304V2または UCS-IOM-2304）：最大 2
つの I/Oモジュール。各 I/Oモジュールには、4つの設定可能な 40ギガビットアップ
リンクポートおよび 8つの 40ギガビットバックプレーンポートが装備されていま
す。
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同じシャーシにUCS-IOM-2304V2とUCS-IOM-2304を混在させる
ことはできません。UCS-IOM-2304V2には、Cisco UCS Manager
4.0 (4)以降が必要です。

（注）

•数個の SFP+。銅または光ファイバの使用を選択できます。

•電源装置（N20-PAC5-2500W、UCSB-PSU-2500ACPLまたは UCSB-PSU-2500DC48）：最
大 4つのホットスワップ可能な 2500 W電源装置。

•ファンモジュール（N20-FAN5）：8つのホットスワップ可能なファンモジュール。

•次を含む UCS Bシリーズブレードサーバ

• Cisco UCS B200 M5ブレードサーバ（UCSB-B200-M5）：最大 8台のハーフ幅ブレー
ドサーバ。各ブレードサーバは 2つの CPUを搭載し、RAID 0または 1に対応した
ハードドライブを最大 2台収容できます。

• Cisco UCS B200 M4ブレードサーバ（UCSB-B200-M4）：最大 8台のハーフ幅ブレー
ドサーバ。各ブレードサーバは 2つの CPUを搭載し、RAID 0または 1に対応した
ハードドライブを最大 2台収容できます。

• Cisco UCS B480 M5ブレードサーバ（UCSB-B480-M5）：最大 4台のフル幅ブレード
サーバ。各ブレードサーバは 4つの CPUを搭載し、RAID 0、1、5、および 6に対応
したハードドライブを最大 4台収容できます。

• Cisco UCS B260M4ブレードサーバ（UCSB-EX-M4-1またはUCSB-EX-M4-2）：最大
4台のフル幅ブレードサーバ。各ブレードサーバは 2つの CPUと SAS RAIDコント
ローラを搭載しています。

• Cisco UCS B460M4ブレードサーバ（UCSB-EX-M4-1またはUCSB-EX-M4-2）：最大
4台のフル幅ブレードサーバ。各ブレードサーバは 4つの CPUと SAS RAIDコント
ローラを搭載しています。

• Cisco UCS B420 M4ブレードサーバ（UCSB-B420-M4）：最大 4台のフル幅ブレード
サーバ。各ブレードサーバは 4つの CPUを搭載し、RAID 0、1、5、および 10に対
応したハードドライブを最大 4台収容できます。

Cisco UCS Miniサーバシャーシは、小規模なソリューションで、次のコンポーネントで構成
されています。

• Cisco UCS 5108サーバシャーシ ACバージョン（UCSB-5108-AC2）

• Cisco UCS 5108サーバシャーシ DCバージョン（UCSB-5108-DC2）

• UCSMiniシステム向けCiscoUCS6324ファブリックインターコネクト（UCS-FI-M-6324）：
最大 2つの統合ファブリックインターコネクトモジュール。各モジュールには、10ギガ
ビットイーサネットおよびFibreChannel over Ethernet（FCoE）に対応した最大 4つのSFP+
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ポートと、1つの QSFP+ポートが装備されています。この FIは、シャーシ背面の I/Oモ
ジュールスロットに適合します。

•数個の SFP+。銅または光ファイバの使用を選択できます。

•電源装置（UCSB-PSU-2500ACDV、UCSB-PSU-2500DC48、およびUCSB-PSU-2500HVDC）：
最大 4つのホットスワップ可能な 2500 W電源装置。

•ファンモジュール（N20-FAN5）：8つのホットスワップ可能なファンモジュール。

•次を含む UCS Bシリーズブレードサーバ

• Cisco UCS B200 M4またはM5ブレードサーバ：最大 8台のハーフ幅ブレードサー
バ。各ブレードサーバは 2つの CPUを搭載し、RAID 0または 1に対応したハード
ドライブを最大 2台収容できます。

•次を含む UCS Cシリーズブレードサーバ

• Cisco UCS C240 M4または C240 M5ラックサーバおよび Cisco UCS C220 M4または
C220 M5ラックサーバ：最大 7台のラックサーバ（C240または C220、あるいはこ
の 2つの組み合わせ）。

機能と利点
CiscoUCS5108サーバシャーシにより、ブレードベースのシステムの使用と展開に大きな変革
がもたらされます。Cisco Unified Computing Systemにより、ユニファイドファブリック、組み
込み型の管理機能、およびファブリックエクステンダテクノロジーが導入されるため、シャー

シの物理コンポーネントの数が減少し、独立した管理機能が不要になり、従来のブレードサー

バシャーシよりもエネルギー効率が向上します。

こうした単純化により、専用のシャーシ管理やブレードスイッチを用意する必要はなくなり、

ケーブル配線も少なくなります。さらに、Cisco Unified Computing Systemの規模を 40台の
シャーシまで複雑さを増すことなく拡大することが可能です。CiscoUCS5108シャーシサーバ
は、CiscoUnified Computing Systemの持つデータセンターの単純さと IT対応力の利点を生かす
上で欠かせないコンポーネントです。

表 1 :機能と利点

利点機能

シャーシに管理モジュールを搭載する必要が

なくなり、シャーシがステートレスになるこ

とにより、TCOが削減される。

単一の可用性の高い管理ドメインにすべての

システムシャーシが属するため、管理作業が

減少する。

Cisco UCS Managerによる管理
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利点機能

必要なネットワークインターフェイスカード

（NIC）、ホストバスアダプタ（HBA）、ス
イッチ、およびケーブルの数が減ることによ

り TCOが低減する。

ユニファイドファブリック

シャーシにスイッチを搭載する必要がなくな

るとともに、それらの複雑な構成や管理を行

う必要もなくなる。それにより、複雑さやコ

ストの増加を伴わずにシステムの規模の拡大

が可能である。

冗長性または帯域幅の集約を実現するために

2つの I/Oモジュールを使用できる。

アプリケーションのニーズに応じて帯域幅を

拡張できる。ブレードの帯域幅は 1.25～ 40
Gbps以上に設定可能である。

1つまたは 2つの UCS I/Oモジュール (または
UCSミニシャーシの 1つまたは 2つの UCS
6324ファブリックインターコネクト)のサポー
ト

構成は不要。CiscoUnified Computing Systemの
他のコンポーネントと同様に、シャーシは

Cisco UCS Managerによって自動的に認識さ
れ、構成される。

自動検出

新しいファブリックエクステンダおよび将来

のブレードサーバへの投資に対する保護を提

供する。

ブレードサーバスロットごとに 2つまでの 40
ギガビットイーサネットをサポートする。

将来の I/O要件に対して、8枚のブレードで
1.2 Tbpsのイーサネットスループットを提供
可能である。(UCSミニシャーシのCisco UCS
6324ファブリックインターコネクトでは 512
Gbpsのみサポートします。)

さまざまなフォームファクタや機能に合わせ

てシャーシを再構成できる。

ハイパフォーマンスミッドプレーン

複数構成によるハイアベイラビリティを提供

する。

サービスアビリティが向上する。

メンテナンス時もサービスが中断されない。

AC環境またはDC環境の構成において使用可
能（混在はサポートされない）

ホットスワップ可能で冗長な電源装置とファ

ン
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利点機能

メンテナンス時やサーバ展開時にサービスが

中断されない。

ホットプラグ可能なブレードサーバ、FEX、
およびファブリックインターコネクト

各シャーシに対する広範囲の環境モニタリン

グを提供する。

ユーザしきい値を使用してシャーシの環境管

理を最適化できる。

包括的なモニタリング

電力消費が低減し、コンポーネントの信頼性

が向上する。

前面から背面への効率的なエアーフロー

シャーシの設置に専用の工具を必要としない。

マウントレールにより、設置やメンテナンス

が容易である。

専用工具不要の設置作業

最大でハーフ幅ならば 8枚まで、フル幅なら
ば 4枚まで使用でき、それらを柔軟に組み合
わせることができる。(UCSミニシャーシが
6324ファブリックインターコネクトで設定さ
れている場合、8枚のハーフ幅ブレードのみサ
ポートされます)。

混合ブレード構成

シャーシのコンポーネント
このセクションでは、シャーシコンポーネントの概要を一覧にしています。

Cisco UCS 5108サーバシャーシ
Cisco UCS 5100シリーズブレードサーバシャーシは、現在および将来のデータセンターに対
応するスケーラブルかつ柔軟なブレードサーバシャーシであり、総所有コストの削減を促進

します。AC（N20-C6508および UCSB-5108-AC2）電源環境向けに構成可能な 2つのバージョ
ンと、DC（UCSB-5108-DCおよびUCSB-5108-DC2）電源環境向けに構成可能な2つのバージョ
ンがあります。200～380VDC電源環境向けに構成可能な追加バージョン（UCSB-5108-HVDC）
もあります。

シャーシには 6ラックユニット（6 RU）の高さがあり、業界標準の 19インチの正方形穴付き
のラック（Cisco Rシリーズラックなど）に取り付けるか、アダプタを使用するなら、丸穴付
きのラックに取り付けることができます。このシャーシは、最大で8基までのハーフ幅のCisco
UCS Bシリーズブレードサーバを搭載でき、ハーフ幅とフル幅のいずれのブレードフォーム
ファクタにも対応できます。

4つのホットスワップ可能なAC、DC、またはHVDC電源装置にシャーシの前面からアクセス
できます。これらの電源装置は、非冗長構成、N+1冗長構成、およびグリッド冗長構成をサ
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ポートするように設定できます。シャーシの背面には、8つのホットスワップ可能なファン、
4つの電源コネクタ（電源装置あたり 1つ）、および I/Oモジュールの 2つの I/Oベイが用意
されています。パッシブバックプレーンは、各ハーフ幅ブレードに最大 80 Gbpsの I/O帯域幅
を提供し、各フル幅ブレードに最大 160 Gbpsの I/O帯域幅を提供します。

スケーラビリティはハードウェアとソフトウェアの両方に依存します。詳細については、該当

するUCSソフトウェアリリースノートを参照してください。

LED

シャーシの LEDは、システムの接続状態と障害に関する警告を示します。詳細については、
LEDの位置（22ページ）を参照してください。さらに、手動、あるいは UCSManagerからリ
モートで青色に点滅させることが可能なビーコン LEDとボタンも存在します。

Buttons

ビーコン機能LEDは、ボタンも兼ねています。オンにすると、サーバシャーシのビーコンは、
UCS Managerからリモートで、またはシャーシの青いボタン/LEDが点滅することで観測可能
です。

コネクタ

シャーシ自体には、RJ-45ポートなどのユーザコネクタはありません。

ミッドプレーン

内蔵のシャーシミッドプレーンは、次の機能をサポートします。

• 2つの I/Oモジュールそれぞれに対して 320 Gの合計帯域幅

•すべてのコンポーネントの自動検出

•冗長データパスおよび管理パス

• 10 G Base-KR

ミッドプレーンは完全なパッシブデバイスです。

ブレードサーバ

Cisco UCS B-Seriesブレードサーバは、業界標準のサーバテクノロジーに基づいており、次の
ような特長があります。

• 2つまたは 4つの Intelマルチコアプロセッサ（サーバによって異なる）

•前面アクセスおよびホットスワップ可能なハードドライブまたはソリッドステートディ
スク（SSD）ドライブ

•最大 3つのアダプタカード接続をサポートし、最大 160 Gbpsの冗長 I/Oスループットに対
応
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•業界標準の Double Data Rate 4 (DDR4)メモリ

• Cisco UCS Managerソフトウェアで確立されたポリシーも実行する統合サービスプロセッ
サによるリモート管理

•各サーバ上の前面コンソールポートによるローカルのキーボード、モニタ、およびマウス
（KVM）とシリアルコンソールのアクセス

•リモート KVM、セキュアシェル（SSH）、および仮想メディア（vMedia）によるアウト
オブバンドアクセスと、インテリジェントプラットフォームの管理インターフェイス

（IPMI）

CiscoUCSBシリーズでは、複数のブレードサーバモデルが提供されています。サポートされ
るプロセッサファミリはモデルのM4またはM5の指定で示されます。

Cisco UCS B200 M5ブレードサーバ

すべてのサービスおよび設置手順については、『Cisco UCS B200M5ブレードサーバの取付と
サービスノート』を参照してください。最大で 8台までの UCS B200 M5ブレードサーバを
シャーシに設置できます。

図 1 : Cisco UCS B200 M5の前面パネル
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Cisco UCS B200 M4ブレードサーバ

すべてのサービスおよび設置手順については、『CiscoUCSB200M4Blade Server Installation and
Service Note』を参照してください。最大で 8台までの UCS B200 M4ブレードサーバをシャー
シに設置できます。

図 2 : Cisco UCS B200 M4の前面パネル
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/B200M4.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/B200M4.html


ロケータボタンおよび
LED

11

Cisco UCS B480 M5ブレードサーバ

すべてのサービスおよび設置手順については、『Cisco UCS B480M5ブレードサーバの取付と
サービスノート』を参照してください。Cisco UCS 5108シャーシには、最大 4台の Cisco UCS
B480 M5ブレードサーバを取り付けることができます。

図 3 : Cisco UCS B480 M5ブレードサーバの前面パネル

図 4 : Cisco UCS B480 M5ブレードサーバの前面パネル LED
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/B480M5.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/B480M5.html


リセットボタン12ブレードイジェクタの

取り付けネジ

[5]

ロケータボタン/LED13アセットプルタグ6

ブレードイジェクタ

ハンドル

7

Cisco UCS B460 M4ブレードサーバ

すべてのサービスおよび設置手順については、『CiscoUCSB260M4 andB460M4ScalableBlade
Server Installation and Service Note』を参照してください。最大 2台のCisco UCSB460M4ブレー
ドサーバを Cisco UCS 5108シャーシに設置できます。

図 5 : Cisco UCS B460 M4ブレードサーバ

UCSスケーラビリティ
コネクタ

4ドライブベイ 11

ドライブベイ 4[5]ドライブベイ 22

ドライブベイ 33

Cisco UCS B260 M4スケーラブルブレードサーバ

すべてのサービスおよび設置手順については、『CiscoUCSB260M4 andB460M4ScalableBlade
Server Installation and ServiceNote』を参照してください。CiscoUCS 5108サーバシャーシには、
UCS B260 M4ブレードサーバを 4台まで取り付けることができます。

図 6 : Cisco UCS B260 M4スケーラブルブレードサーバ
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Cisco UCS B460 M4ブレードサーバ

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/b_B260_M4.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/b_B260_M4.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/b_B260_M4.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/b_B260_M4.html
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12ブレード状態 LED6

Cisco UCS B420 M4ブレードサーバ

すべてのサービスおよび設置手順については、『CiscoUCSB420M4Blade Server Installation and
Service Note』を参照してください。最大で 4台までの UCS B420 M4高性能ブレードサーバを
シャーシに設置できます。

図 7 : Cisco UCS B420 M4ブレードサーバの前面パネル
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/B420_M4.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/B420_M4.html


リセットボタンアクセス12左側のイジェクタハンドル5

ロケータボタン13シリアルプルタブ6

イジェクタつまみネジ14右側のイジェクタハンドル7

アダプタカード

該当サーバのモデルに応じて、1～ 3つのアダプタカードが各ブレードサーバにあり、シャー
シの各 I/Oモジュールへのフェールオーバー接続が提供されます。カードは継続的にリリース
されます。

UCSミニシャーシ用 Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクト
CiscoUCS6324ファブリックインターコネクト（UCS-FI-M-6324）は、統合ファブリックイン
ターコネクトおよび I/Oモジュールです。これは、シャーシの UCSミニバージョン
(UCSB-5108-AC2および UCSB-5108-DC2)でのみ設定できます。

図 8 : Cisco UCS 6324 Fabric Interconnect

QSFP+ライセンス
サーバポート

[5]管理ポート1
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コンソール管理ポート6電源オン LED2

イジェクタ非脱落型ネ

ジ

7USBポート3

4つの SPF+ユニファ
イドポート

8ポート LED4

Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトは、10ギガビットイーサネットポートおよび
Fibre Channel over Ethernet（FCoE）ポートを介して外部の Cisco Nexusスイッチに直接接続し
ます。

Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトは Cisco UCS Miniシャーシの背面に設置しま
す。各 Cisco UCSMiniシャーシは、最大 2つのUCS 6324ファブリックインターコネクトをサ
ポートしており、これによりキャパシティと冗長性を拡張できます。

Cisco UCS 2408 IOM
Cisco UCS 2408 IOMは、ファブリックインターコネクトと 32個の 10/25ギガビット SPF28
アップリンクポートに接続する、8個の 10/25ギガビット SFP28アップリンクポートを持つ
I/Oモジュール (ファブリックエクステンダ)で、シャーシ内の 8個のハーフ幅ブレードサーバ
をサポートします。CiscoUCS5108ブレードサーバのシャーシ背面にホットプラグ可能です。
シャーシには、最大で 2個の UCS 2408 IOMをインストールすることができます。

Cisco UCS 2408 IOMは、次のハードウェアを含む第 4世代の UCS製品を統合します。

• Cisco UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト

UCS 2408 IOMは、UCS 6400シリーズ FIでのみサポートされてい
ます。

（注）

•複数の Cisco UCS 1300シリーズおよび 1400シリーズ仮想インターフェイスカード (VICs)

• Cisco UCS BシリーズブレードサーバのM4およびM5世代。

• UCS 2408 IOMには、Cisco UCS Manager 4.0 (4c)以降のソフトウェアが必要です。

Cisco UCS 2408 IOMは、シャーシ管理制御およびブレード管理制御（シャーシ、ファントレ
イ、電源ユニット、およびブレードを含む）を提供します。また、多重化を行い、シャーシ内

のブレードサーバからファブリックインターコネクトに接続する10/25ギガビットイーサネッ
トアップリンクネットワークポートにすべてのトラフィックを転送します。IOMはピア IOM
に接続してクラスタインターコネクト (1Gイーサネット接続)を形成することもできます。

Cisco UCS 5108サーバシャーシ設置ガイド
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図 9 : Cisco UCS 2408 IOM

10/25ギガビットアップリンクポート 5-8210/25ギガビットアップリンク
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を介したイーサネット管理ポートおよびRS-232
シリアル。

4リリースラッチの取り付けネジ

(2個)
3

システムステータス LED6SFP28ポートアクティビティ
LED

5

ブレードサーバへの 32個の 10/25ギガビット
バックプレーンポート

8ラッチ解除 (2個)7
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LED

IOMの前面には、各ポートにシステムステータス LEDとポートアクティビティ LEDがあり
ます。

表 2 :システムステータス LEDの状態

定義状態

電力なし消灯

通常動作中グリーン

ブート中か、軽微な温度超過アラームです。オレンジ

ユーザ操作によりU-Bootで停止したか、オン
ラインにできないか、または重大な温度超過

アラームです。

オレンジに点滅

表 3 :ポートインジケータの LEDの状態

定義状態

リンクが有効ですが、接続していません消灯

リンクが有効で、接続していますグリーン

ユーザーにより無効オレンジ

エラーに伴い無効になっていますオレンジに点滅

Buttons

IOMにボタンはありません。

コネクタ

8つの 10/25ギガビット SFP28アップリンクポートが IOMの前面にあります。

HDMIコネクタは、イーサネット管理およびシリアルコンソールコネクタを含む特殊な Yド
ングルケーブルを使用します。

Cisco UCS 2304 IOM
Cisco UCS 2304 IOM（ファブリックエクステンダ）は、8つの 40ギガビットバックプレーン
ポートおよび 4つの 40ギガビットアップリンクポートを備えた I/Oモジュールです。Cisco
UCS 5108ブレードサーバのシャーシ背面にホットプラグ可能です。シャーシには、最大で 2
つの UCS 2304 IOMをインストールすることができます。

Cisco UCS 5108サーバシャーシ設置ガイド
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UCS 2304 IOM (UCS-IOM-2304V2)のバージョン 2が更新されています。同じシャーシ内で、
元の UCS-IOM-2304と2304V2を混在させることはできません。UCS-IOM-2304を
UCS-IOM-2304V2と交換する場合は、シャーシの両方の IOMを交換する必要があります。

（注）

UCS 2304 IOM (UCS-IOM-2304V2)のバージョン 2には、Cisco UCS Manager 4.0(4)以降が必要
です。

（注）

Cisco UCS 2304 IOMは、次のハードウェアを含む第 3世代の UCS製品を統合します。

• 32個のQSFP+ 40ギガビットポートを備えたイーサネットまたはFibreChannel over Ethernet
（FCoE）シャーシの Cisco UCS 6332ファブリックインターコネクト

• 16個の 1または 10ギガビット SFP+ポートまたは 16個の 4、8、または 16ギガビット
ファイバチャネルポート、および 24個の 40ギガビット QSFP+ポートを備えたイーサ
ネットおよびファイバチャネルシャーシの Cisco UCS 6332-16UPファブリックインター
コネクト

•複数の 1300シリーズ VIC

Cisco UCS 2304 IOMは、シャーシ管理制御およびブレード管理制御（シャーシ、ファントレ
イ、電源ユニット、およびブレードを含む）を提供します。また、多重化を行い、シャーシ内

のブレードサーバからファブリックインターコネクトに接続する 10ギガビットイーサネット
アップリンクネットワークポートにすべてのトラフィックを転送します。IOMはピア IOMに
接続してクラスタインターコネクトを形成することもできます。

Cisco UCS 5108サーバシャーシ設置ガイド
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図 10 : Cisco UCS 2304 IOM

QSFPポートアクティビティ LED2システムステータス LED1

挿入ラッチの非脱落型ネジ4HDMIコンソールコネクタおよ
びイーサネット管理ポート

3

挿入ラッチ640ギガビットアップリンク
ポート

5

40ギガビットバックプレーン
ポート

7
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LED

IOMの前面にシステムステータス LEDとポートアクティビティ LEDがあります。

Buttons

IOMにボタンはありません。

コネクタ

4つの QSFP 40ギガビットアップリンクポートが IOMの前面にあります。イーサネット管理
ポートおよびコンソールコネクタは、特殊な Yドングルを接続し、10/100 RJ45ポートおよび
コンソールの接続を公開する HDMIコネクタを使用します。

配電ユニット（PDU）
AC PDU（N01-UAC1）により、他のシャーシコンポーネントへの電力供給だけでなく、設置
済み電源装置間でのロードバランシングが行われます。DCバージョンのシャーシでは、異な
る PDUを適切なコネクタとともに使用します。PDUに対しては、現場でのサービスを行えま
せん。また、PDUは個別に注文できないため、PDUの交換によるACシャーシからDCシャー
シへの切り替えはサポートされません。

LED

PDUに LEDはありません。

Buttons

PDUにはボタンはありません。

コネクタ

ACバージョンの PDUには、定格が 15.5 A、50～ 60 Hzで 200～ 240 Vの電源コネクタが 4つ
あります。当該国の安全機関が認定した電源コード、または認定電気技術者が該当する電気関

連法令に従って取り付けた電源コードだけを使用してください。すべてコネクタ、プラグ、コ

ンセント、ケーブルは、少なくとも PSUの電源コネクタのアンペア数に基づいて定格を設定
するか、または関連する電気関連法令に基づいて個別にヒューズを取り付ける必要がありま

す。サポートされる電源コードの詳細を参照してください。詳細については、サポートされる

AC電源コードとプラグ（82ページ）を参照してください。

DCバージョンの PDUには、8つのデュアルポストラグ電源接続（4つはプラス、4つはマイ
ナス）があります。単一のデュアルポストラグアース接続も使用できます。HDVCバージョ
ンの PDUでは、電源装置あたり 1つの Andersen SAF-D-GRID (R)コネクタが使用されます。

Cisco UCS 5108サーバシャーシ設置ガイド
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ファンモジュール

シャーシには、最大で 8つのファンモジュール（N20-FAN5）を搭載できます。ファンを長期
間搭載しないスロットがある場合は、シャーシの該当する場所にフィラープレートを設置する

必要があります。

LED

ファンモジュールの動作状態を示す LEDが 1つあります。詳細については、LEDの解釈（
24ページ）を参照してください。

ボタンとコネクタ

ファンモジュールにボタンとコネクタはありません。

電源モジュール

AC（UCSB-PSU-2500ACPLまたは N20-PAC5-2500W）バージョンまたはDC
（UCSB-PSU-2500DC48）バージョンのシャーシで動作する、異なる電源装置を使用できます。

Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトを使用した構成では、UCSB-PSU-2500ACDV
デュアル電圧電源装置およびUCSB-PSU-2500DC48 -48V DC電源装置だけがサポートされてい
ます。

特定の構成に必要な電源装置の数を決定するには、Cisco UCS Power Calculatorツールを使用し
ます。

LED

電源接続の状態、電源装置の動作状態、および障害状態を示す LEDが 2つあります。詳細に
ついては、LEDの解釈（24ページ）を参照してください。

Buttons

電源装置にボタンはありません。

コネクタ

電源接続はPDUのシャーシの背面にあり、複数種類の入力（AC入力、DC入力、またはHVDC
入力）があります。4つのホットスワップ可能な電源装置にシャーシの前面からアクセスでき
ます。これらの電源装置は、非冗長構成、N+1冗長構成、およびグリッド冗長構成をサポート
するように設定できます。

電源装置の冗長構成

電源装置の冗長性の機能は、AC構成および DC構成のシステムにおいて同一です。電源装置
の冗長性を検討する際は、いくつかのことを考慮する必要があります。

Cisco UCS 5108サーバシャーシ設置ガイド
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• AC電源装置はすべて単相で、設置場所の電源（CiscoRPシリーズPDUなどのラックPDU
または同等品）に接続するための入力部が 1つあります。

•シャーシへの電力供給に必要な電源装置の数は、次の要因によって異なります。

•そのシャーシ内で構成されたすべてのコンポーネント（I/Oモジュール、ファン、ブ
レードサーバ（ブレードサーバの CPUおよびメモリ構成）など）への電力供給に必
要な「最大引き込み」の合計。

•シャーシに必要な電源冗長性。サポートされている電源構成は、冗長性なし、N+1冗
長性（または N+1を超える任意の要件）、およびグリッド冗長性です。

冗長性を設定するには、使用しているバージョンの Cisco UCS Managerの構成ガイド設定ガイ
ドは、次の URLで入手できます。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html
を参照してください。

非冗長モード

非冗長モードでは、特定のシャーシに関連する電源装置または電力網が失われるとシステムが

停止するおそれがあります。実稼働システムを非冗長モードで稼働することは推奨されませ

ん。非冗長モードで稼働するには、各シャーシに2つ以上の電源装置を搭載する必要がありま
す。システムが使用していない電源装置はスタンバイになります。スタンバイになる電源装置

は、（スロット番号ではなく）設定の順序に基づきます。負荷はアクティブな電源装置間で分

散されますが、これにはスタンバイの電源は含まれません。

Cisco UCS Release 1.3(1)以前を使用している場合、小規模の構成（必要な電力が 25000 W未
満）であれば、1つの電源装置で電力を供給できます。Cisco UCS Release 1.4(1)以降を使用す
る場合、シャーシは 2つ以上の電源装置を必要とします。

非冗長システムでは、電源装置を任意のスロットに装着できます。取り付けた電源装置の数が

必要な数より少ない場合は、サーバブレードのシャットダウンなどの望ましくない動作が起こ

ります。必要な数より多い電源装置を取り付けた場合は、電源装置の効率が低くなる可能性が

あります。このモードで必要な電源装置は、多くとも 2つです。

（注）

N+1冗長性

N+1冗長性構成は、冗長性なし構成を満たす数の電源装置に加えて、電源装置を 1つ追加して
冗長性を確保することを意味します。N+1冗長性に関与する電源装置はすべてオンになり、
シャーシの電力負荷を均等に分担します。追加の電源装置が取り付けられている場合、Cisco
UCS Managerはそれらを「不要な」電源装置と認識し、スタンバイにします。

電源装置の 1つに障害が発生したとしても、残りの電源装置でシャーシに電力を供給できま
す。さらに、UCS Managerによって「オフ」状態の電源装置がオンに設定され、システムが
N+1状態に戻ります。

N+1保護を提供するには、次の数の電源装置を使用することを推奨します。

Cisco UCS 5108サーバシャーシ設置ガイド
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• 2500 Wを超える電力構成が必要なシャーシの場合、または Cisco UCS Release 1.4(1)以降
を使用している場合は、3つの電源装置が推奨されます。

• 2500 W未満の電力構成が必要なシャーシの場合、または UCS Release 1.3(1)以前を使用し
ている場合は、2つの電源装置で十分です。

•デュアル電圧電源装置に 100～ 120V電源から電力を供給する場合は、4つの電源装置が
推奨されます。

これらのいずれかの構成に電源装置をさらに追加すると、保護レベルが一層高くなります。障

害が発生すると Cisco UCS Managerによって追加の電源装置がオンに設定され、システムが
N+1保護状態に戻ります。

n+1冗長システムは 2つまたは 3つの電源装置を備えており、これらは任意のスロットに搭載
できます。

（注）

グリッド冗長性

グリッド冗長性は、シャーシに電力を供給する電源が 2系統ある場合、または N+1冗長性よ
りも高い保護レベルが必要な場合に使用されることがあります。電源の1つに障害が発生して
も（それにより、1つまたは 2つの電源装置への電力供給が失われる）、別の電力回路に接続
されている残りの電源装置により、シャーシへの電力供給は継続されます。グリッド冗長性を

使用する最も一般的な理由は、ラックの配電が 2つの PDUによって電力が供給される形態に
なっていて、PDUの障害時にグリッド冗長性による保護が必要となる場合です。

グリッド冗長性による保護（または N+1よりも高い保護）を提供するには、次の数の電源装
置を使用することを推奨します。

• 2500 Wを超える電力構成が必要なシャーシの場合、または Cisco UCS Release 1.4(1)以降
を使用している場合は、4つの電源装置が推奨されます。

• 2500 W未満の電力構成が必要なシャーシの場合、または Cisco UCS Release 1.3(1)以前を
使用している場合は、2つの電源装置が推奨されます。

電源の冗長システムの両方のグリッドには、同じ数の電源装置が必要です。システムのグリッ

ド冗長性が設定されている場合、スロット 1およびスロット 2はグリッド 1に割り当てられ、
スロット 3およびスロット 4はグリッド 2に割り当てられます。冗長モードのシャーシで電源
装置（PS）が 2つしかない場合、これらはスロット 1およびスロット 3にある必要がありま
す。次に、スロットおよびコードの接続番号を示します。

（注）

Cisco UCS 5108サーバシャーシ設置ガイド
21

概要

グリッド冗長性



図 11 :電源装置ベイおよびコネクタの番号
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LED
LEDはシャーシとシャーシ内に取り付けられたモジュールの両方に付いており、単独または複
数の LEDの組み合わせで動作状態を示します。

LEDの位置
図 12 : Cisco UCS 5108サーバシャーシ上の LED：前面図
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図 13 : Cisco UCS 5108サーバシャーシ上の LED：背面図

図 14 : Cisco UCS 5108サーバシャーシ：背面図（Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトが装着された状態）
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LEDの解釈
表 4 :シャーシ、ファン、および電源装置の LED

説明色LED

ビーコンは有効化されていま

せん。

消灯ビーコン

LEDおよびボタン 選択されたシャーシの位置を

特定するためのビーコン。LED
が点滅していない場合、その

シャーシは選択されていませ

ん。ビーコンは、UCSManager
またはボタンを使用して開始

できます。

1 Hzでの青の点滅

電源はオフです。消灯シャーシの接続

I/Oモジュールが搭載されてい
ないか、I/Oモジュールが起動
しています。

オレンジ

通常動作中です。グリーン

コンポーネントの障害または

重大な温度超過アラームを示

しています。

オレンジに点灯シャーシの状態

シャーシに電力が供給されて

いないか、ファンモジュール

がシャーシから取り外されて

います。

消灯ファンモジュール

ファンモジュールが再起動中

です。

オレンジ

通常動作中です。グリーン

ファンモジュールに障害が発

生しています。

オレンジに点滅

電源モジュール
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説明色LED

スロットに電力が供給されて

いません。

消灯OK

通常動作中です。グリーン

AC電源がありますが、PSが
冗長スタンバイモードにある

か、または完全に装着されて

いません。

グリーンに点滅

通常動作中です。消灯失敗

過電圧障害または温度超過ア

ラームです。

オレンジ

表 5 : I/Oモジュールの LED

説明色LED

電源はオフです。消灯本体

通常動作中です。グリーン

ブート中か、軽微な温度ア

ラームです。

オレンジ

POSTエラーまたはその他のエ
ラー状態です。

オレンジに点滅

リンクがダウンしています。消灯ポート 1～ 4

リンクがアップし、動作可能

な状態です。

グリーン

リンクがアップし、管理上

ディセーブルな状態です。

オレンジ

POSTエラーまたはその他のエ
ラー状態です。

オレンジに点滅
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表 6 : UCS 2304 I/Oモジュールの LED

説明色LED

電源がオフです。消灯システム

通常動作中です。グリーン

ブート中か、軽微な温度ア

ラームです。

オレンジ

ユーザ操作によりU-Bootで停
止したか、オンラインにでき

ないか、または重大な温度ア

ラームです。

オレンジに点滅

リンクがイネーブルですが、

接続していません。

消灯ポート 1～ 4

リンクが接続しています。グリーン

オペレータがディセーブルに

なっています。

オレンジ

エラーに伴いディセーブルに

なっています。

オレンジに点滅

表 7 : Cisco UCS 6324ファブリックインターコネクトの LED

説明色LED

電源はオフです。消灯本体

通常動作中です。グリーン

ブート中か、軽微な温度ア

ラームです。

オレンジ

ユーザ操作により停止した

か、オンラインにできない

か、または重大な温度アラー

ムです。

オレンジに点滅
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説明色LED

リンクがイネーブルですが、

接続していません。

消灯ポート 1～ 4

リンクが接続しています。グリーン

オペレータがディセーブルに

なっています。

オレンジ

エラーに伴いディセーブルに

なっています。

オレンジに点滅

表 8 :ブレードサーバ LED

説明色LED

電源がオフです。消灯電源

通常動作中です。グリーン

スタンバイ状態です。オレンジ

アップしているネットワーク

リンクがありません。

消灯Link

1つ以上のネットワークリン
クがアップしています。

グリーン

電源がオフです。消灯状態

通常動作中です。グリーン

軽微なエラーです。オレンジ

重大なエラーです。オレンジに点滅

非アクティブ状態です。消灯アクティブな状態

（ディスクドライブ）

ディスクドライブへの顕著な

入出力があります。

グリーン

障害は発生していません。消灯状態

（ディスクドライブ）

障害が発生しています。オレンジ
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第 2 章

インストール

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS 5108サーバシャーシの設置に関する注意事項（29ページ）
•シャーシの取り付け（35ページ）
•シャーシの再梱包（50ページ）
• SFP+トランシーバ（50ページ）

Cisco UCS 5108サーバシャーシの設置に関する注意事項
次の注意事項および警告は、すべての設置作業に適用されます。

システムの設置、操作、または保守を行う前に、『Regulatory Compliance and Safety Information
for Cisco UCS』を参照して重要な安全情報を確認してください。

（注）

安全上の重要な注意事項

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま

す。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に

留意してください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の

安全についての警告を参照してください。ステートメント 1071

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入りが制限された

場所とは、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュリティ手段を使用しないと入

室できない場所を意味します。ステートメント 1017

警告
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この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

ラックに関する要件

ここでは、標準的なオープンラックの設置に関する要件を示します。この要件は、周囲温度が

10～ 35 °C（50～ 95 °F）の範囲にあることを前提とします。

障害物のあるラックを使用しないでください。これらの障害物が原因で現場交換可能ユニット

（FRU）にアクセスしにくくなる場合があります。
（注）

Cisco Rシリーズラックは最適な選択です。他のラックを使用する場合、次のタイプのラック
を使用する必要があります。

•標準 48.3 cm（19インチ）4支柱ラック、奥行き 100 cm（39.4インチ）以上、
ANSI/EIA-310-D-1992のセクション 1に準拠した英国ユニバーサルピッチに適合するマウ
ントレール付き。

•ラックのレールの取り付け穴は正方形である必要があります（オプションの丸形穴アダプ
タキットを使用しない場合）。

•シャーシに付属する工具不要のラックマウントキットが必要です。各エンクロージャに付
属の調節可能ラックレールは、73.66 cm（29インチ）から 88.9 cm（35インチ）まで伸縮
します。

•前面扉および背面扉：閉じる形式の前面扉および背面扉がサーバラックにある場合は、適
切なエアーフローを確保するため、穴あき部分（全体の 65 %）が扉の上部から下部まで
均一に分散している必要があります。

ブランクパネルを使用して、ラック内に残っているすべての空の

前面パネルUスペースを必ず埋めてください。これにより、適切
なエアーフローを確保できます。ブランクパネルなしでラックを

使用すると、冷却が不十分になり、温熱損傷を引き起こすおそれ

があります。

注意

ラックは次の要件も満たしている必要があります。

•シャーシあたりの縦方向の使用可能な最小ラックスペースが6ラックユニット（RU）（=
26.7 cm（10.5インチ））である必要があります。
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ケーブル管理

ケーブル管理に利用するために、ラック内のシャーシの上下に追加スペースを設けます。こう

すると、ラックを通した銅ケーブル（および Cisco UCS 5108サーバシャーシあたり最大 8本
の銅ケーブル）の配線が容易になります。

過熱の問題を防ぐ上で、ケーブル管理は重要な要素になる場合があります。次の図にある

「Before（導入前）」の図は、シャーシの背面を塞いで、シャーシからの暖かい空気のファン
による排出を妨げているケーブルを示しています。内部温度が仕様を超えると、この状況によ

り、ブレードサーバの DIMMの障害や、一見すると偶発的なサーバのシャットダウンが発生
します。「After（導入後）」の図に示すように、ケーブルタイや他の配線方法を使用して、
シャーシの背面に障害物がない状態を保ってください。

図 15 :ケーブル管理

25
38

98

Before After

エアーフローに関する考慮事項

シャーシ内の通気は前面から背面に向かって流れます。空気はシャーシ前面にあるブレード

サーバと電源装置の網目を通ってシャーシ内に入り、シャーシ背面にあるファンモジュールか

ら外に出ます。適切なエアーフローが確保されるように、次の注意事項に従ってください。

•正常に動作するようにデータセンター全体の周囲エアーフローを保ってください。

•空調要件を決定するときには、すべての機器の熱放散を考慮してください。あるシステム
の排気が別のシステムの吸気にならないようにします。

•通気要件を評価する際は、ラックの一番下にある機器によって暖められた空気がその上の
機器の空気取り入れ口から取り込まれる可能性について考慮します。
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•シャーシ背面の少なくとも 61 cm（24インチ）の範囲において、排気の障害物がないこと
を確認してください。これには、乱雑なケーブル配線による障害物も含まれます。

•一部のブレードサーバには、DIMMおよび CPU上に配置する内部シュラウドが付属して
います。これらを使用して、最も必要とされる場所にエアーフローを導きます。ブレード

は、装着されているシュラウドを使用して稼働するように設計されているため、シュラウ

ドが装着されていないとシステムは適切に冷却されません。

•サーバへの適切なエアーフローを確保するため、閉鎖型ラックを使用する場合、前面扉は
65%の穴あき型である必要があります。

サーバシャーシの移動

シャーシを持ち上げるときは重量に注意するとともに、次のガイドラインに従います。

側面にあるハンドルを使用してシャーシを持ち上げようとしないでください。これらのハンド

ルは、シャーシの位置の移動や調整だけに使用してください。

注意

• 1人でシャーシを持ち上げないでください。シャーシを持ち上げる際は常に 2人で作業し
てください。使用可能な場合は、シザージャッキ、または重量のある機器をデータセン

ターのラックに設置することを目的に設計された吊り上げ装置を使用してください。

•シャーシを持ち上げる前に、すべての電源コードおよび外部ケーブルを外します。

•シャーシを持ち上げる前に、すべてのFEX、電源装置、ファン、およびサーバをシャーシ
から取り外します。

•足元を安定させ、システムの重量が両足に等しく分散されるようにしてください。

•システムは、背筋を伸ばしてゆっくりと持ち上げてください。背中ではなく足を伸ばして
持ち上げます。腰ではなくひざを曲げるようにしてください。

シャーシ背面にある配電ユニット（PDU）は取り外さないでください。注意

インストールのガイドライン

シャーシを設置するときは、次のガイドラインに従います。

•シャーシを取り付ける前に、設置場所を検討して準備します。設置場所を計画する際に推
奨される作業については、設置場所の準備およびメンテナンス記録（87ページ）を参照
してください。詳細は、『Cisco UCS Site Preparation Guide』を参照してくださいを参照し
てください。

Cisco UCS 5108サーバシャーシ設置ガイド
32

インストール

サーバシャーシの移動

http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/hw/site-prep-guide/ucs_site_prep.html


•シャーシを設置および設定するときに、設置場所の準備およびメンテナンス記録（87ペー
ジ）に示された情報を記録します。

•シャーシの周囲に、保守作業および通気のための十分なスペースがあることを確認しま
す。

•空調が、技術仕様（75ページ）に記載されている熱放散の要件に適合していることを確
認してください。

•キャビネットまたはラックが、ラックに関する要件（30ページ）に記載された要件に適
合していることを確認します。

ラックではジャンパ電源コードを使用できます。Cisco UCS 5108
ブレードサーバシャーシの電源ユニットの仕様（78ページ）を
参照してください。

（注）

•設置場所の電源が、技術仕様（75ページ）に記載された電源要件に適合していることを
確認します。UCSシステムを保護するため、無停電電源装置（UPS）を使用することを推
奨します。保護されていない電源装置を使用すると、入力供給電圧の変動または障害が原

因でシステム障害が発生するリスクが生じます。

鉄共振テクノロジーを使用する UPSタイプは使用しないでください。このタイプの UPS
は、CiscoUCSなどのシステムに使用すると、データトラフィックパターンの変化によっ
て入力電流が大きく変動し、動作が不安定になるおそれがあります。

•回路の容量が、各国および地域の規格に準拠していることを確認します。北米では、電源
装置には 20 Aの回路が必要です。

入力電力の損失を防ぐため、シャーシに電力を供給する回路上の最大負荷の合計が、配線

およびブレーカーの定格電流の範囲内に収まるようにしてください。

•シャーシの設置時には次のトルク値を使用します。

• 10-32ネジ：20インチポンド

必要な工具

設置を開始する前に、次の工具を用意します。

• No.1および No.2プラスドライバ（トルク測定機能付き）

•メジャーおよび水準器

•静電気防止用リストストラップなどの静電気防止用器具

•静電気防止用マットまたは静電気防止材
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シャーシの開梱と点検

シャーシのコンポーネントを取り扱うときは、静電気防止用ストラップを着用し、モジュール

のフレームの端だけを持ってください。

注意

シャーシを輸送する場合に備えて、輸送用の箱は保管しておいてください。ヒント

シャーシは厳密に検査したうえで出荷されています。輸送中の破損や内容品の不足がある場合

には、ただちにカスタマーサービス担当者に連絡してください。

（注）

手順

ステップ 1 段ボール箱からシャーシを取り出します。梱包材はすべて保管しておいてください。

ステップ 2 カスタマーサービス担当者から提供された機器リストと梱包品の内容を照合し、次の品目が
揃っていることを確認します。

•すべての印刷文書

•工具不要のラックマウントキット（N20-CRMK2=）：工具を使用せずにマウントレール
をラックに取り付けることができます。オプションの丸穴アダプタキット

（N20-CRMK2-RHA=）には工具が必要です。

•静電気防止用リストストラップ

•コネクタ付きケーブル（N20-BKVM=（KVM/ローカル I/Oコンソールドングル）を含む）

•発注したオプションの品目

ステップ 3 使用されていないすべてのブレードスロットと電源装置ベイにブランクカバーが取り付けら
れていることを確認します。

レールへの丸形穴アダプタキットの取り付け（オプション）

工具不要シャーシレールは、正方形の取り付け穴が付いたラック向けに設計されています。丸

形の取り付け穴が付いたラックにシャーシを設置するには、丸形穴アダプタ

（N20-CRMK2-RHA=）を使用する必要があります。

（注）

Cisco UCS 5108サーバシャーシ設置ガイド
34

インストール

シャーシの開梱と点検



この丸形穴アダプタキットを使用すると、レールキット（N20-CRMK2=）を適合させて、ネ
ジ付きまたはネジなしの丸形穴を使用するラック支柱（前面または背面（あるいは両方））に

取り付けることができます。キットの4つのアダプタは、ネジ付きの丸形穴が付いたラック支
柱にレールキットを取り付けられるように適合させるものであり、キットの別の4つのアダプ
タは、ネジなしの丸形穴が付いたラック支柱にレールキットを取り付けられるように適合させ

るものです。ラック支柱の穴のタイプに基づいて、アダプタを組み合わせて使用できます。

キットには、さまざまなサイズおよび長さのネジも含まれています。

手順

ステップ 1 コールアウト 1に示すように、取り付けレールにアダプタタブを挿入します。

ステップ 2 コールアウト 2に示すように、アダプタをスライドさせて位置を固定します。

ステップ 3 コールアウト 3に示すように、付属のなべネジを使用してアダプタを固定します。

図 16 :丸形穴アダプタの取り付け（オプション）
27

97
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1

2

3

ステップ 4 他の 3つのアダプタに対して、ステップ 1～ 3を繰り返します。

シャーシの取り付け
ここでは、シャーシの取り付け方法について説明します。これは 2つのプロセスから成りま
す。まずレールをラックに取り付けてから、そのレールにシャーシを取り付けます。

取り付けた部分を握るポイントとして使用してシャーシを持ち上げようとしないでください。

シャーシの側面のハンドルのみを使用してください。

注意

ラックにキャスターが付いている場合は、ブレーキがかかっていること、固定用パッドが適切

に使用されていること、または他の方法でラックが固定されていることを確認してください。

注意
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表 9 : Cisco UCS 5108サーバシャーシのラックマウントキット（N20-CRMK2=）の内容

部品数量

工具不要ラックマウントレール、左1

工具不要ラックマウントレール、右1

10-32×0.75、丸ワッシャ頭プラスネジ6

10-32×0.125、ケージナット6

表 10 : Cisco UCS 5108サーバの丸形穴アダプタキット（N20-CRMK2-RHA=）の内容

部品数量

丸形穴アダプタ（ネジ付き）4

丸形穴アダプタ（ネジなし）4

アダプタ固定ネジ4

レールをラックに固定するためのプラスネジ16

いつでも装置の電源を切断できるように、プラグおよびソケットにすぐ手が届く状態にしてお

いてください。ステートメント 1019
警告

レールの取り付け

手順

ステップ 1 アクセサリボックスから取り付けテンプレート（Cisco 78-19093-01）を取り外します。このテ
ンプレートは、レールとケージナットを配置する適切な穴を確認するために使用します。テン

プレートをラックの穴に合わせて、テンプレートを離した後もその位置がわかるように穴に印

をつけます。

ステップ 2 ラックの深さに合うようにレールの端を前後にスライドさせて、レールの長さを調整します。
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図 17 :工具不要ラックマウントレールの調整
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Slide-adjust

ステップ 3 レールの両端にある 2つのフックを、ラックユニット境界から見て最初の 2つの穴に合わせま
す。

図 18 :ラックユニットに対する工具不要レールのピッチ
19
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次の図は、ラックユニットの境界を基準として、ラックの適切な位置に取り付けられたレール

を示しています。図中の数値は穴の中心間の距離（インチ単位）です。

図 19 :工具不要シャーシ支持レールのラックへの取り付け

19
25

18

ステップ 4 レールを押し下げてフックを穴にしっかりとはめ込み、バネ式のクリップラッチをかけます。

ステップ 5 同じ手順を繰り返してもう一方のレールを取り付けます。

ステップ 6 メジャーと水準器を使用して、ラックレールが水平で同じ高さにあることを確認します。
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ステップ 7 次に示すように、ラック内の必要な正方形穴にケージナットを挿入します。レールをラック
ユニット境界に取り付けたら、レールの水平面から 7個上の穴に最初の 2個のケージナットを
取り付けます。次に、最初のケージナットの 5個上の穴に次の 2つのケージナットを取り付
けます。最後に、2番目のケージナットの 4個上の穴に 2つのケージナットを取り付けます。

図 20 :ラックユニット境界を基準とするレールとケージナットの配置
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7

Lower rack unit
reference boundry

図 21 :レールとケージナットの適切な配置
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ステップ 8 電源装置、ファンアセンブリ、サーバブレード、およびファブリックエクステンダをすべて
取り外して、シャーシを軽くします。デバイスを取り外しても、シャーシの重量は40.83kg（90
ポンド）あります。
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丸形穴アダプタキットの取り付け

丸形穴ラックにシャーシを取り付ける前にレールへの丸形穴アダプタキットの取り付け（オプ

ション）（34ページ）の手順に従って、アダプタキットを追加してレールを準備します。

手順

ステップ 1 アクセサリボックスから取り付けテンプレート（Cisco 78-19093-01）を取り外します。このテ
ンプレートは、レールとケージナットを配置する適切な穴を確認するために使用します。テン

プレートをラックの穴に合わせて、テンプレートを離した後もその位置がわかるように穴に印

をつけます。

ステップ 2 ラックの深さに合うようにレールの端を前後にスライドさせて、レールの長さを調整します。

ステップ 3 レール両端のラック境界に合わせて、同じ高さになるようにアダプタとレールを配置します。

ステップ 4 次に示すように、付属のなべネジを使用してレールをラックに固定します。

図 22 :丸形穴ラックへの取り付けブラケットの取り付け

27
97

72

ステップ 5 次に示すように、同じ手順を繰り返してもう一方のレールを取り付けます。
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図 23 :ラックに取り付けた丸形穴アダプタおよびレール
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ステップ 6 メジャーと水準器を使用して、両方のラックレールが水平で同じ高さにあることを確認しま
す。

ステップ 7 電源装置、ファンアセンブリ、サーバブレード、および I/Oモジュールをすべて取り外して、
シャーシを軽くします。デバイスを取り外しても、シャーシの重量は 40.83 kg（90ポンド）あ
ります。

ラックへのシャーシの取り付け

手順

ステップ 1 他の人の助けを借りて（または特殊な吊り上げ装置を使用して）シャーシを持ち上げ、図に示
すようにマウントレールの上に置きます。

図 24 :取り付けレールの重量分散（図は正方形穴の取り付け）
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Weight bearing surface.
Chassis should be riding
on this surface.

NON-WEIGHT BEARING SURFACE-
CHASSIS SHOULD NOT BE RIDING
ON THIS SURFACE
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誤った面に重量がかかっていると、マウントレールが緩んで、シャーシが落下する場

合があります。シャーシの下部が正しいレール面上にあることを確認してください。

注意

ステップ 2 フロントフランジがケージナットに対して水平になるまで、シャーシをラックに押し込みま
す。（丸形穴ラックでは、ケージナットは必要ありません。）

ステップ 3 図に示すように、6個の丸ワッシャ頭プラスネジとケージナット（正方形穴による取り付けに
おいて使用）を使用して、シャーシのフランジをラックに固定します。

図 25 :ラックへのシャーシの固定
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ステップ 4 それぞれのシャーシスロットに、すべてのサーバ、ファン、および電源装置を再度取り付けま
す。

ステップ 5 シャーシの電源を投入するには、取り付け済みの各電源装置に対応する電源コネクタに適切な
AC電源ケーブルを接続してから、ケーブルのもう一方の端を電源に接続します。DCによる
設置の場合は、DC電源装置の接続（43ページ）を参照してください。特定の構成に必要な
電源装置の数を判別するには、Cisco UCS Power Calculatorツールを使用します。
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電源の冗長システムの両方のグリッドには、同じ数の電源装置が必要です。システム

のグリッド冗長性が設定されている場合、スロット 1およびスロット 2はグリッド 1
に割り当てられ、スロット 3およびスロット 4はグリッド 2に割り当てられます。冗
長モードのシャーシで電源装置（PS）が 2つだけである場合、これらはスロット 1お
よびスロット3にある必要があります。次に、スロットおよびコードの接続番号を示
します。

図 26 :電源装置ベイおよびコネクタの番号
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（注）

ステップ 6 FEXモジュールとファブリックインターコネクトポートの適切な接続（47ページ）の説明
に従って、サーバシャーシをファブリックインターコネクトに接続します。

背面ブラケットの取り付け

事前にラックに取り付けられたUCS5108シャーシまたはUCSミニシャーシを出荷する前に、
1組の統合ブラケット（RACK-HW-016）を取り付けて、シャーシの背面をラックレールに固
定する必要があります。次の図は、ブラケットを示します。

図 27 :背面統合ブラケット

ケージナットおよび取り付けネジを使用して、ブラケットをラックレールに固定します。

ラックの背面から、リアブラケットを次のように取り付ける必要があります。
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手順

ステップ 1 UCS 5108または UCSミニシャーシを取り付けます。次の図の 1を参照してください。

ステップ 2 付属のケージナットを左右のブラケットのラックレールに取り付けます。番号 2を参照して
ください。締め付けトルクは 45 lb-in（5.0 N-m）です。

ステップ 3 ブラケットを付属のネジで固定します。番号 3を参照してください。

図 28 :背面ブラケットのシャーシへの取り付け

DC電源装置の接続
ここでは、UCS 5108 DC電源装置（UCSB-PSU-2500DC48）に対応する DCバージョンシャー
シ（UCSB-5108-DC）の背面 PDU端子に電源を接続する方法について説明します。

必要な工具

この作業を行うには、次の工具が必要です。

•プラスドライバ

• 10 mmレンチまたはソケット

• DC回路用のコネクタおよび配線

DC電源装置の取り付け手順

より線が必要な場合は、認定された導線端子（閉回路、くわ型など）および上向きのラグを使

用してください。これらの端子は導線に適したサイズのものを使用し、絶縁体と導体の両方に

圧着する必要があります。ステートメント 1002

警告
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次の作業を行う前に、DC回路に電気が流れていないことを確認します。ステートメント 1003警告

容易にアクセス可能な二極切断装置を固定配線に組み込む必要があります。ステートメント
1022

警告

必ず銅の導体を使用してください。ステートメント 1025警告

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。ステート

メント 1045

警告

装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステート

メント 1046
警告

装置は地域および国の電気規則に従って設置する必要があります。ステートメント 1074警告

DC電源端子には、危険な電圧またはエネルギーが存在している可能性があります。端子が使
用されていない場合は必ずカバーを取り付けてください。カバーを取り付けるときに絶縁され

ていない伝導体に触れないことを確認してください。ステートメント 1075

警告

手順

ステップ 1 シャーシ背面のDCPDUの適切な端子に配線を確実に接続できるように、ベイ番号をメモして
シャーシに DC電源装置を取り付けます。

ステップ 2 取り付ける電源装置の DC回路に電気が流れていないことを確認します。

ステップ 3 設置場所の電源およびアースのすべての要件が満たされていることを確認します。

ステップ 4 カバーの上部と下部にあるフランジを圧迫して、DC端子からプラスチックカバーを取り外し
ます。

ステップ 5 電源装置の端子ブロックにアース線（下の図では緑色の配線）を接続します。最大4つの DC
接続を使用できますが、必要なアース接続は 1つだけです。
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ステップ 6 電源装置端子ブロックにDC入力線を接続します。正しい配線順序は、プラスからプラス（赤
の線）、およびマイナスからマイナス（黒の線）です。下図に、端子1への接続を示します。

端子カバーを使用する限りは、右側または左側を向いているプラスおよびマイナスの

配線を設置できます。下図に、右側を向いている場合を示します。供給線および帰線

には Panduit LCD4-14A-Lコネクタを使用できます。また、90度のアースラグ配線に
は、Panduit LCD4-14AF-Lまたは同等品のコネクタを使用できます。どちらのコネク
タにも、中心から中心までの長さが1.59cm（0.625インチ）の0.64cm（0.25インチ）
穴付きのダブルラグがあります。

図 29 :シャーシへの DC電源の取り付け（図は DC PDUのみ、シャーシは省略）
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（注）

ステップ 7 図に示すように、端子カバーを再度取り付けます。端子に電力を印可する際には、このカバー

が必ず取り付けられている必要があります。

ステップ 8 電源配線のもう一方の端を、DC入力電源コンセントに接続します。

ステップ 9 回線の DC切断スイッチを ONに設定します。

複数の電源モジュールが搭載されているシステムでは、各電源モジュールをそれぞれ

別の DC電源に接続してください。電源障害が発生した場合に、2番目の電源がまだ
使用可能な場合は、システム動作を維持できます。

注意
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ステップ 10 電源装置の前面パネル LEDで、電源装置の動作を確認します。次のものが表示されます。

• INPUT OK LEDがグリーンに点灯している。

• OUTPUT FAIL LEDが消灯している。

ステップ 11 GUIを使用するか、または show systemコマンドまたはshow powerコマンドを入力して、UCS
コンソールから電源装置およびシステムの状態を確認します。これらのコマンドの詳細につい

ては、ご使用のソフトウェアのコマンドリファレンスマニュアルを参照してください。

ファブリックポートチャネルのケーブル接続の考慮事項

Cisco UCS 2200シリーズ FEXと Cisco UCS 6200シリーズファブリックインターコネクト間の
リンクをファブリックポートチャネルモードで設定する場合、アダプタで使用可能な仮想イ

ンターフェイス（VIF）のネームスペースは、FEXアップリンクがファブリックインターコネ
クトポートに接続されている場所に応じて異なります。

6248ファブリックインターコネクト内には、8個の連続ポートが 6セットあり、ポートのセッ
トのそれぞれがシングルチップによって管理されます。FEXからのすべてのアップリンクが
1つのチップによって管理される一連のポートに接続されると、CiscoUCSManagerはシャーシ
内のブレードで展開されているサービスプロファイルで使用する VIFの数を最大化します。
IOMからのアップリンク接続が別々のチップで管理されるポート間に分散された場合、VIFカ
ウントは減少します。

図 30 :ファブリックポートチャネルのポートグループ

ファブリックポートチャネルポートグループに 2番目のリンクを追加すると、混乱が生じ、
使用可能な VIFネームスペースの量が 63から 118に自動的に増加されます。ただし、さらに
リンクを追加しても混乱は生じないため、VIF名前空間は 118のままになります。

注意

2つのファブリックポートチャネルポートグループにシャーシをリンクした場合は、手動で
確認応答しない限り、VIFネームスペースは影響を受けません。その結果、VIFネームスペー
スは、2つのファブリックポートチャネルポートグループの使用量（63または 118 VIF）の
うち、より少ないサイズに自動的に設定されます。

注意
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高可用性クラスタモードアプリケーションの場合は、対称的な配線構成にすることを強く推奨

めします。ケーブル接続が非対称の場合、使用可能なVIFの最大数は 2つのケーブル設定より
小さくなります。

Cisco UCS環境の VIFの最大数については、ご使用のハードウェアやソフトウェアの設定に関
する制限事項のドキュメントを参照してください。

FEXモジュールとファブリックインターコネクトポートの適切な接続

次の図は例として示しています。今後の拡張のために使用可能なポートをスキップする必要は

ありません。FIポート設定の考慮事項と制限の詳細については、『UCS Manager Configuration
Guide』を参照してください。

（注）

次のガイドラインに従ってください。

•サーバシャーシをファブリックインターコネクトに接続するときは、FEXをファブリッ
クインターコネクトの拡張モジュールに接続しないでください。拡張モジュールは、外観

はファブリックインターコネクトの他のポートと似ていますが、シャーシへの直接接続に

は使用されません。これらは一般的に、SAN接続またはネットワークアップリンクに使
用されます。

•特定の FEXのポートはすべて、1つのファブリックインターコネクトだけに接続する必
要があります。各ファブリックインターコネクトは、それぞれ固有のFEXを介してシャー
シに接続する必要があります。

• 2つ目のファブリックインターコネクトへの接続が必要な場合：

•シャーシに 2つ目の FEXが取り付けられている必要があります。

• 2つ目の FEXのすべてのポートは、2つ目のファブリックインターコネクトだけに接
続する必要があります。これは、FEXはファブリックエクステンダとして機能し、
単一のスイッチ（つまり、この場合はファブリックインターコネクト）にしか接続で

きないためです。

次の図に、FEXから 2つの別個のファブリックインターコネクトへの無効な接続を
示します。
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図 31 :サーバシャーシと 2つの Cisco UCS 6120XPファブリックインターコネクトとの無効な接続

•両方のファブリックインターコネクトの配線が同一である必要があります。シャーシ
の FEXのポート 1を FI-Aポート5に接続し、FEX 2のポート 1を FI-Bポート 5に接
続します。

次の図に、2つのシャーシの FEXから 2つの別個のファブリックインターコネクト
への有効な接続を示します。サーバシャーシをファブリックインターコネクトに接

続するときは、FEXをファブリックインターコネクトの拡張モジュールに接続しな
いでください。拡張モジュールは、外観はファブリックインターコネクトの他のポー

トと似ていますが、シャーシへの直接接続には使用せず、アップリンクまたは SAN
接続に使用します。
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図 32 :サーバシャーシと 2つの Cisco UCS 6120XPファブリックインターコネクトとの適切な接続

ラックからのシャーシの取り外し

手順

ステップ 1 Cisco UCS Managerを使用して、次の操作を実行します。

a) シャーシ内のすべてのブレードサーバの OSをシャットダウンします。
b) Smart Call Home機能をディセーブルにします。
c) シャーシの稼働を中止します。
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詳細については、次を参照してください。使用しているバージョンのCisco UCSManagerの構
成ガイド設定ガイドは、次の URLで入手できます。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html

ステップ 2 シャーシから電源コードとネットワークケーブルを外します。

ステップ 3 シャーシからすべてのモジュールとブレードを取り外し、重量を軽くします。

ステップ 4 前面のラックマウントフランジをラックに固定しているネジを外します。

ステップ 5 2人でシャーシを持ち、シャーシの重量が完全に支えられていることを確認します。

ステップ 6 シャーシをゆっくりとレールから引き出し、ラックから取り外します。

ステップ 7 サーバシャーシ内にモジュールとブレードを取り付け直します。

シャーシの再梱包
シャーシを再梱包する場合は、ラックからのシャーシの取り外し（49ページ）の手順を逆に
行ってシャーシをラックから取り外し、輸送のために梱包します。可能であれば、納入時に使

用されていた梱包材と箱を使用してシャーシを梱包します。代替の梱包材は、次の PIDSを使
用して発注できます。

•ハーフ幅ブレードのみの場合、UCSB-5108-PKG-HW=を使用します。

•フル幅ブレードまたはハーフ幅ブレード、あるいはフル幅ブレードとハーフ幅ブレードを
組み合わせて使用している場合は、UCSB-PKG-FW=を使用します。

シャーシをシスコに返品する場合は、シスコへの返品輸送を手配するためにシスコカスタマー

サービス担当者にご連絡ください。

SFP+トランシーバ
シャーシ内の各 FEXは、Small Form-Factor Pluggable（SFP+）銅トランシーバまたは光トラン
シーバをサポートしています。各トランシーバは 10ギガビットで動作します。

SFP+ Twinax銅トランシーバ
FEXは、Twinax銅トランシーバもサポートしています。拡張 SFP+ 10ギガビットイーサネッ
トトランシーバは、同じ物理パッケージ内にトランスミッタとレシーバを備えた双方向機器で

す。電気的インターフェイス上に 20ピンのコネクタがあります。
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表 11 : SFP+ 10ギガビットイーサネットトランシーバ

説明モデル

10ギガビットイーサネット：銅 SFP+（1 m、
3.28フィート）

SFP-H10GB-CU1M

10ギガビットイーサネット：銅 SFP+（3 m、
9.84フィート）

SFP-H10GB-CU3M

10ギガビットイーサネット：銅 SFP+（5 m、
16.4フィート）

SFP-H10GB-CU5M

10ギガビットイーサネット：銅 SFP+（7 m、
22.9フィート）

SFP-H10GB-ACU7M

10ギガビットイーサネット：銅SFP+（10m、
32.8フィート）

SFP-H10GB-ACU10M

下の図に、SFP-H10GB-CU5Mトランシーバを示します。I/Oモジュールのポートから SFP+を
取り外すためにゴムループが使用されています。

図 33 : SFP+ 10ギガビット Twinax銅トランシーバ

光 SFP+トランシーバ
距離が 10 m（33フィート）を超える場合は、FEXでは銅 SFP+トランシーバの代わりに光
SFP+トランシーバを使用することもできます。SFP+10ギガビットイーサネット光トランシー
バは、同じ物理パッケージ内にトランスミッタとレシーバを備えた双方向機器です。光イン

ターフェイス上にデュプレックス LCコネクタがあります。

説明モデル

短距離光 SFP+（最大 300 m/984フィート）SFP-10G-SR
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説明モデル

長距離光 SFP+（最大10 km/6.2マイル）SFP-10G-LR

Cisco 10Gファブリックエクステンダトラン
シーバ、LCデュプレックスコネクタ

FET-10G

1 SFP-10G-LRはファブリックインターコネクトと I/Oモジュールの両方でサポートされま
すが、最大距離では全体的なパフォーマンスに影響を与える遅延の問題が生じます。

SFP+ 10ギガビットイーサネット光トランシーバのマニュアルは、次の場所にあります。

http://www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/installation/note/78_15160.html

UCS 6324ファブリックインターコネクトの SFPおよび SFP+銅トラン
シーバまたは光トランシーバ

UCS 6324ファブリックインターコネクトでは、最大 4台の SFP光トランシーバまたは銅トラ
ンシーバがサポートされています。

表 12 : SFP+トランシーバ

説明モデル

短距離光 SFP+（最大 300 m/984フィート）SFP-10G-SR

短距離光 SFP+（最大 300 m/984フィート）、
拡張温度

SFP-10G-SR -X

Cisco 10Gファブリックエクステンダトラン
シーバ、LCデュプレックスコネクタ

FET-10G

表 13 : SFP光トランシーバ

説明モデル

1 GBイーサネット銅 SFPモジュールGLC-T

1GBイーサネット短距離（最大550m/1804.46
フィート）SFPモジュール

GLC-SX-MM

1 GBイーサネット長距離（10 km/32808.4
フィート）SFPモジュール

GLC-LH-SM

1 GBイーサネット拡張温度範囲モジュールSFP-GE-T

UCS 6324ファブリックインターコネクトは、Twinax銅トランシーバもサポートしています。
拡張SFP+10ギガビットイーサネットトランシーバは、同じ物理パッケージ内にトランスミッ
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タとレシーバを備えた双方向機器です。電気的インターフェイス上に 20ピンのコネクタがあ
ります。

表 14 : SFP+ 10ギガビットイーサネットトランシーバ

説明モデル

10ギガビットイーサネット：銅 SFP+（1 m、
3.28フィート）

SFP-H10GB-CU1M

10ギガビットイーサネット：銅 SFP+（3 m、
9.84フィート）

SFP-H10GB-CU3M

10ギガビットイーサネット：銅 SFP+（5 m、
16.4フィート）

SFP-H10GB-CU5M

10ギガビットイーサネット：銅 SFP+（7 m、
22.9フィート）

SFP-H10GB-ACU7M

10ギガビットイーサネット：銅SFP+（10m、
32.8フィート）

SFP-H10GB-ACU10M

UCS 6324ファブリックインターコネクトの Twinax銅ケーブル
UCS6324ファブリックインターコネクトでは、さまざまな長さのTwinax銅ケーブルを使用で
きます。7 mおよび 10 mケーブルはアクティブケーブルです。つまり、信号品質強化のため
に SFP+コネクタハウジングにアクティブなコンポーネントが内蔵されています。これらの
ケーブルの両端には、SFPレセプタクルに直接接続できるコネクタがあります。

表 15 : Twinax銅ケーブル

説明モデル

10ギガビットイーサネット：銅 SFP+（1 m、
3.28フィート）

SFP-H10GB-CU1M

10ギガビットイーサネット：銅 SFP+（3 m、
9.84フィート）

SFP-H10GB-CU3M

10ギガビットイーサネット：銅 SFP+（5 m、
16.4フィート）

SFP-H10GB-CU5M

10ギガビットイーサネット：銅 SFP+（7 m、
22.9フィート）

SFP-H10GB-ACU7M

10ギガビットイーサネット：銅SFP+（10m、
32.8フィート）

SFP-H10GB-ACU10M
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UCS 6324ファブリックインターコネクトのQSFP+銅トランシーバまた
は光トランシーバ

UCS 6324ファブリックインターコネクトは、1つの銅トランシーバまたは光トランシーバを
サポートします。

表 16 : QSFP+銅トランシーバまたは光トランシーバ

説明モデル

40GBASE-CR4 QSFP+と 10GBASE-CU SFP+
の直接接続ブレークアウトケーブルアセンブ

リ（4本）、5 mパッシブ

QSFP-4SFP10G-CU5M

40GBASE-CR4 QSFP+と 10GBASE-CU SFP+
の直接接続ブレークアウトケーブルアセンブ

リ（4本）、3 mパッシブ

QSFP-4SFP10G-CU3M

40GBASE-CR4 QSFP+と 10GBASE-CU SFP+
の直接接続ブレークアウトケーブルアセンブ

リ（4本）、1 mパッシブ

QSFP-4SFP10G-CU1M

40GBASE-CR4 QSFP+と 10GBASE-CU SFP+
の直接接続ブレークアウトケーブルアセンブ

リ（4本）、7 mアクティブ

QSFP-4x10G-AC7M

40GBASE-CR4 QSFP+と 10GBASE-CU SFP+
の直接接続ブレークアウトケーブルアセンブ

リ（4本）、10 mアクティブ

QSFP-4x10G-AC10M

銅 Twinax SFP+トランシーバから光 SFP+トランシーバへの交換

手順

ステップ 1 銅Twinax SFP+のゴムループをゆっくりと引いて、FEXから銅Twinax SFP+を取り外します。
ケーブルと SFP+トランシーバが一体として外れ、FEXのポートが空きます。
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図 34 : Twinax銅 SFP+トランシーバの取り外し

ステップ 2 FEXポートに光 SFP+トランシーバを挿入します。カチッという音がしてしっかりと差し込ま
れたことを確認します。

ステップ 3 光ファイバケーブルを光 SFP+トランシーバに差し込みます。

図 35 :銅 SFP+トランシーバから光 SFP+トランシーバへの交換
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第 3 章

コンポーネントの取り付けと取り外し

ここでは、シャーシからコンポーネントを取り外す方法と、シャーシにコンポーネントを取り

付ける方法について説明します。ここでは、次の内容について説明します。

•コンポーネント（57ページ）
•ブレードサーバの取り付けと取り外し（59ページ）
•電源装置の取り付けと取り外し（61ページ）
•配電ユニット（PDU）の取り付けと取り外し（63ページ）
• I/Oモジュールの交換 (UCS Miniの UCS 6324ファブリックインターコネクト)（65ペー
ジ）

• Migration to UCS 6400 Series Fabric Interconnects and UCS 2408 IOMs（67ページ）
• UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトおよび UCS 2304 IOMへの移行（70
ページ）

•ファンモジュールの取り付けと取り外し（73ページ）

コンポーネント
次の図に、空の Cisco UCS 5108サーバシャーシの前面、背面、およびモジュールスロットを
示します。

シャーシからモジュールを長期間取り外しておくときは必ず、そのスロットに適切なブランク

パネルを装着してください。そうしないと、熱や EMIの問題が生じるおそれがあります。ブ
ランクパネルはシスコからご購入いただけます。

（注）
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図 36 : Cisco UCS 5108サーバシャーシの図

電源装置スロット（4
スロット）

[5]シャーシ前面1

ファブリックインター

コネクトまたは FEX
スロット（2スロッ
ト）

6シャーシハンドル2

ファンスロット（8ス
ロット）

7シャーシ背面3

PDUスロット8ハーフ幅サーバスロッ

ト（8スロット）
4
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システムの設置、操作、または保守を行う前に、『Regulatory Compliance and Safety Information
for Cisco UCS』を参照して重要な安全情報を確認してください。

（注）

安全上の重要な注意事項

この警告マークは「危険」の意味です。人身事故を予防するための注意事項が記述されていま

す。機器の取り扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に

留意してください。各警告の最後に記載されているステートメント番号を基に、装置に付属の

安全についての警告を参照してください。ステートメント 1071

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入りが制限された

場所とは、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュリティ手段を使用しないと入

室できない場所を意味します。ステートメント 1017

警告

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

ブレードサーバの取り付けと取り外し
サポートされるブレードサーバには、ハーフ幅とフル幅の2つのタイプがあります。これらの
設置方法は似ていますが、重要な違いがいくつかあります。詳しくは使用しているブレード

サーバのタイプについては、『Blade Server Installation and Service Note』を参照してください。
サーバノートは次の URLで入手できます。
http://www.cisco.com/en/US/products/ps10280/prod_installation_guides_list.html

ブレードサーバのハードドライブの取り付けと取り外し

ブレードサーバのハードドライブは、ブレードサーバをシャーシから取り外さなくても取り

外し可能です。ブレードサーバのそれ以外のすべてのコンポーネントについては、交換時に

シャーシからブレードを取り外す必要があります。使用されていないハードドライブベイは、

カバープレート（N20-BBLKD）で常に覆い、適切な通気と冷却を確保する必要があります。
ここでは、図を簡潔にするために、シャーシの描写は省略されています。
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静電破壊を防止するために、作業中は静電気防止用リストストラップを着用し、モジュールを

取り扱う際は必ずフレームの端を持つようにしてください。

注意

ブレードサーバのハードドライブの取り付け

手順

ステップ 1 ハードドライブレバーの解除ボタンを押してレバーを開きます。

ステップ 2 ブレードサーバの開口部にハードドライブを差し込んでゆっくりと押し込み、ハードドライ
ブを装着します。

ステップ 3 ハードドライブレバーを押して閉じます。

次の図に、ブレードサーバ内でのハードドライブの位置を示します。

図 37 :ブレードサーバ内でのハードドライブの位置（Cisco UCS B200 M1の場合）

ブレードサーバのハードドライブの取り外し

手順

ステップ 1 ボタンを押してイジェクタを解除し、スロットからハードドライブを引き出します。
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図 38 :ハードドライブの前面にあるボタンを押してレバーを解除（Cisco UCS B200 M1の場合）

ハードドライブレ

バー

2解除ボタン1

ステップ 2 取り外したハードドライブをすぐに別のブレードサーバに取り付け直さない場合は、静電気
防止用マットまたは静電気防止用フォームの上にハードドライブを置きます。

ステップ 3 スロットを空のままにする場合は、ブレードサーバにほこりが入らないようにブランクの前面
プレート（N20-BBLKD）を取り付けます。

電源装置の取り付けと取り外し

AC電源装置および DC電源装置は、それぞれ対応するシャーシバージョンの配電システムで
のみ動作するように接続されます。特定のシャーシ内で ACおよび DCを混在させることはで
きません。

（注）

電源モジュールの取り付け

すべての電源装置（N20-PAC5-2500W、UCSB-PSU-2500ACPL、またはUCSB-PSU-2500DC48）
は、同じ手順で取り付けます。

手順

ステップ 1 電源装置のハンドルを上側に設定します。
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ステップ 2 電源装置を両方の手で持ち、電源装置ベイに差し込みます。

ステップ 3 ハンドルを押し下げ、電源装置をゆっくりと内部に押し込んで、電源装置を配電ユニット
（PDU）に完全に装着します。

ステップ 4 非脱落型ネジを締めます。

ステップ 5 AC電源の設置の場合は、シャーシ背面にある PDU上の対応する 220 VAC電源コネクタに電
源ケーブルを差し込みます。DC環境の場合は、DC電源装置の接続（43ページ）を参照して
ください。

ラックの配電ユニットのコンセントによっては、オプションのジャンパ電源コードを

使用して Cisco UCS 5108サーバシャーシをコンセントに接続しなければらない場合
があります。

（注）

ステップ 6 電源ケーブルのもう一方の端を AC電源に接続します。

ステップ 7 電源装置のLEDをチェックすることにより、電源装置が作動していることを確認します。LED
の位置（22ページ）およびLEDの解釈（24ページ）を参照してください。

図 39 : Cisco UCSサーバシャーシ内での電源装置の位置

19
25

20

電源の冗長システムの両方のグリッドには、同じ数の電源装置が必要です。システム

のグリッド冗長性が設定されている場合、スロット 1およびスロット 2はグリッド 1
に割り当てられ、スロット 3およびスロット 4はグリッド 2に割り当てられます。冗
長モードのシャーシで電源装置が 2つしかない場合、これらはスロット 1およびス
ロット3にある必要があります。これは非常にまれな構成で、シャーシ内には単一の
B200ブレードサーバを搭載します。より大規模な構成では、グリッドあたり 2つの
電源装置が必要になる場合があります。次に、スロットおよびコードの接続番号を示

します。

（注）
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図 40 :電源装置ベイおよびコネクタの番号（図は ACバージョン）
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電源装置の取り外し

Cisco UCS 5108サーバシャーシに取り付けている電源装置が 1つの場合（これは、システム
ソフトウェアの以前のバージョンでのみサポートされます）は、電源装置を取り外すとサーバ

およびシャーシがシャットダウンします。3つ以上の電源装置を使用していて、そのうちの 1
つを取り外す場合は、残りの電源装置がシャーシ内のサーバ数に関する電力要件に十分適合し

ている限り、サーバは引き続き動作します。

注意

手順

ステップ 1 電源装置の前面にある非脱落型ネジを緩めます。

ステップ 2 電源装置のハンドルを持ち上げて、電源装置の固定を解除します。

ステップ 3 レバーを使用して電源装置をスロットから引き出します。シャーシから引き出す際、もう一方
の手で下から電源モジュールを支えます。

ステップ 4 電源装置ベイを空のままにする場合は、ブランクの電源装置フィラーパネル（N20-CBLKP）
を取り付けます。

配電ユニット（PDU）の取り付けと取り外し

配電ユニットの交換は、シスコが認定した技術者だけが行ってください。この項は参考までに

掲載されています。

注意
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PDU（N01-UAC1）はホットスワップできません。シャーシ全体をシャットダウンする必要が
あります。また、この手順を実行する前に、すべての電源コードを外してください。

注意

PDUの取り付け

手順

ステップ 1 PDUモジュールを下から支え、モジュールの上側にある非脱落型ネジを持ちます。

図 41 : Cisco UCSサーバシャーシ内での PDU（N01-UAC1）の位置（ACバージョン）
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1

ステップ 2 PDUモジュールをしっかり装着されるまでシャーシに押し込みます。電源装置が取り付けられ
ている場合は、それらを部分的に取り外さなければならない場合もあります。

ステップ 3 非脱落型ネジを締めます。

ステップ 4 必要に応じて電源装置を装着し直し、システムを再起動して LEDの動作を確認します。

PDUの取り外し

手順

ステップ 1 すべての取り付け済み電源装置を部分的に取り外します。電源装置が PDUに装着されている
と、取り外し作業は困難、あるいは不可能になります。

ステップ 2 非脱落型ネジを緩めます。
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ステップ 3 非脱落型ネジを引くことにより、PDUをシャーシから完全に引き出します。PDUの重量を下
から支えます。

I/Oモジュールの交換 (UCS Miniの UCS 6324ファブリック
インターコネクト)

シャーシには 2つの I/Oモジュール (IOM)モジュールが収容されており、これにより、シャー
シ内のブレードサーバは Cisco UCSファブリックインターコネクトと通信できます。

CiscoUCSミニサーバシャーシでは、IOMに使用されるスロットがCiscoUCS6324ファブリッ
クインターコネクトにも使用されます。最大 2つのモジュールをシャーシに設定できます。

Cisco UCS 2304 IOMは移行時を除き、UCS 2208XPまたは UCS 2204XP IOMと同一のシャーシ
に取り付けることはできません。

（注）

UCS 2304 IOMのバージョン 2があります。同じシャーシに UCS-IOM-2304V2および
UCS-IOM-2304を混在させることはできません。1個の UCS-IOM-2304を UCS-IOM-2304V2と
交換する場合は、シャーシの IOMを V2に交換する必要があります。

UCS-IOM-2304V2には、Cisco UCS Manager 4.0(4)以降が必要です。

UCS-IOM-2304からUCS-IOM-2304V2に移行するには、2300シリーズ IOMへの移行（72ペー
ジ）の手順に従います。

（注）

IOMまたは UCS 6324ファブリックインターコネクトの取り外し

手順

ステップ 1 IOMまたはUCS 6324ファブリックインターコネクトからすべてのケーブルを取り外します。

ステップ 2 IOMまたは UCS 6324ファブリックインターコネクトにある非脱落型ネジを緩めます。

ステップ 3 レバーを外側に引き、IOMまたはUCS 6324ファブリックインターコネクトの固定を解除しま
す。

ステップ 4 レバーを使用して、スロットから IOMまたは UCS 6324ファブリックインターコネクトを引
き出します。

ステップ 5 スロットを空のままにする場合にのみ、空の IOMフィラーパネル (N20 CBLKI)を取り付けま
す。
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IOMまたは UCS 6324ファブリックインターコネクトを長期間取り外しておく場合
は、EMIの問題を避けるため、そのスロットに N20-CBLKIブランクパネルを装着す
る必要があります。空のパネルは Ciscoからご購入いただけます。

（注）

IOMまたは UCS 6324ファブリックインターコネクトの取り付け

手順

ステップ 1 FEXモジュールまたはUCS 6324ファブリックインターコネクトの前面にある 2つのレバーが
引かれて開けられていることを確認します。

ステップ 2 シャーシスロットに FEXまたは UCS 6324ファブリックインターコネクトをスライドして挿
入し、モジュールがしっかりと固定されたことを確認します。

図 42 :サーバシャーシへの IOMまたは UCS 6324ファブリックインターコネクトの配置

ステップ 3 レバーを閉じ、各レバーの非脱落型ネジを締めます。

ステップ 4 ネットワークケーブルを接続します（SFP+トランシーバ（50ページ）およびFEXモジュー
ルとファブリックインターコネクトポートの適切な接続（47ページ）を参照）。

ステップ 5 モジュールが正しく動作していることを確認します。LEDの位置（22ページ）およびLEDの
解釈（24ページ）を参照してください。
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Migration to UCS 6400 Series Fabric Interconnects and UCS
2408 IOMs

UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトからUCS 6400シリーズファブリックイン
ターコネクトに移行できます。UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトへの移行後
に、UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトへと戻すこともできます。

UCS 6100シリーズまたは 6200シリーズファブリックインターコネクトからUCS 6400シリー
ズファブリックインターコネクトに移行できます。

ハードウェアの移行を開始する前に、Cisco UCS Managerソフトウェアを次のように変更しま
す。

Cisco UCS 6454 FIには、Cisco UCS Manager 4.0 (1a)以降が必要です。Cisco UCS 2408 IOMに
は、Cisco UCS Manager 4.0 (4c)以降が必要です。UCS 2408 IOMに移行する場合は、4.0 (4c)以
降にアップグレードします。

（注）

• Cisco UCS Manager、リリース 4.0(4c)を UCS 6400シリーズファブリックインターコネク
トにダウンロードして、このバージョンにアップグレードします。

• Cisco UCS Manager、リリース 4.0(4c)を UCS 6400シリーズファブリックインターコネク
トにダウンロードします。

•すべてのファブリックインターコネクトが同一バージョンのキックスタート、システム、
および UCS Managerイメージを備えていることを確認します。

• UCS 2408 IOMを使用するよう計画している場合は、バンドル Bをアップグレードしま
す。

6400シリーズファブリックインターコネクトモジュールへの移行
このセクションのステップは、次のシナリオに適用されます。

• UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトから UCS 6400シリーズファブリック
インターコネクトへの移行

• UCS 6332-16UPシリーズファブリックインターコネクトから UCS 6400シリーズファブ
リックインターコネクトへの移行

Cisco UCS 5108サーバシャーシ設置ガイド
67

コンポーネントの取り付けと取り外し

Migration to UCS 6400 Series Fabric Interconnects and UCS 2408 IOMs



移行後は、ファブリックインターコネクトのポート関連の設定を削除してからポートを再設定

します。たとえば、UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトから UCS 6400シリー
ズファブリックインターコネクトへの移行後に SPAN宛先ポートを再設定する必要がありま
す。

（注）

Cisco UCS Manager（GUIと CLIのどちらか）を使用して、次のソフトウェア関連タスクを実
行します。詳細については、『Cisco UCS Manager開始ガイド』、『Cisco UCS Manager
Infrastructure Management Guide』、および手順のビデオを次の URLから参照してください：
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

手順

ステップ 1 vNICフェールオーバーがサービスプロファイルで有効化されていることを確認します。

ステップ 2 下位のファブリックインターコネクトの [Configuration Evacuation]を有効にします。

ステップ 3 下位のファブリックインターコネクトのポートから、設定を削除します。

ステップ 4 下位のファブリックインターコネクトと IOMの間のケーブルを取り外します。

ステップ 5 アップリンクポートを削除します。

ステップ 6 下位のファブリックインターコネクトの設定を消去し、クラスタケーブルを取り外します。

ステップ 7 UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトを、クラスタ内のプライマリ UCS 6300シ
リーズファブリックインターコネクトに接続します。

ステップ 8 UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトの 4x10ブレークアウトケーブルを UCS
2204または UCS IOMに接続します。

ステップ 9 クラスタに下位のファブリックインターコネクトを参加させます。

ステップ 10 新しい Cisco UCS Manager GUIウィンドウを起動します。

ステップ 11 40のインターフェイスで 10 Gbpsとして動作するように下位のファブリックインターコネク
トのブレークアウトポートを設定します。

ステップ 12 サーバとアップリンクポートを設定します。CiscoUCSManagerによって IOMが検出されるこ
とを確認します。

ステップ 13 IOMが起動すると、自動アップグレードが開始されます。アップグレードが完了するまで待っ
てから、続行します。

ステップ 14 IOMが動作可能な状態であることを確認します。

ステップ 15 IOMのバックプレーンポートが Cisco UCS 6400シリーズの下位のファブリックインターコネ
クトに接続されていることを確認します。すべてのポートがアップしている場合は、次のス

テップに進みます。ポートがアップしていない場合は、[Acknowledge IOModule]をクリックし
ます。

ステップ 16 下位のファブリックインターコネクトの [Configuration Evacuation]を無効にします。

ステップ 17 HAの準備ができたら、プライマリのロールを新しい Cisco UCS 6400シリーズファブリック
インターコネクトクラスタリードに変更します。
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ステップ 18 ステップ 2から 16を繰り返して、第二CiscoUCS 6300ファブリックインターコネクトをCisco
UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトで置き換えます。

2400シリーズ IOMへの移行

Cisco UCSコンポーネントと UCS 2408 IOMとの互換性は次のとおりです。

• Cisco UCS Manager 4.0 (4c)以降のソフトウェアが必要

• UCS 6400シリーズ FIでのみサポートされています。

• Cisco UCS 1300および 1400シリーズ仮想インターフェイスカード (VICs)のみでサポート
されています。

• Cisco UCS BシリーズM4およびM5サーバ世代でのみサポートされています。

（注）

プライマリおよび下位の IOMが異なるモデルの場合、IOM全体のステータスは [Peer Comm
Problem (ピア共通の問題)]として示されます。ただし、それでも IOMは交換できます。

（注）

手順

ステップ 1 下位のファブリックインターコネクトの既存の IOMに接続されているサーバポートの設定を
削除します。

ステップ 2 ケーブルを取り外し、シャーシ内の既存の IOMを新しい IOMに交換します。

I/Oモジュールの交換 (UCS Miniの UCS 6324ファブリックインターコネクト)（65ページ）
のハードウェア交換手順を使用します。

ステップ 3 新しい IOMと UCS 6400シリーズファブリックインターコネクトにケーブルを接続します。

ステップ 4 ポートをサーバポートとして設定します。

ステップ 5 自動アップグレードが IOMで完了するのを待ちます。

この時点で、UCS 2208 IOMから 2408 IOMに移行する場合、Vethernetインターフェ
イスはFI上で動的にサーバインターフェイス (HIFPC)にピン接続されません。Vethernet
インターフェイスを起動するには、FIをリロードする必要があります。この問題は
CDETS CSCvr46327で追及されています。

（注）
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UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトおよび
UCS 2304 IOMへの移行

UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトからUCS 6300シリーズファブリックイン
ターコネクトに移行できます。UCS 6300シリーズファブリックインターコネクトへの移行後
に、UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトへと戻すこともできます。

UCS 6100シリーズファブリックインターコネクトからUCS 6300シリーズファブリックイン
ターコネクトには移行できません。

始める前に

ハードウェアの移行を開始する前に、Cisco UCS Managerソフトウェアを次のように変更しま
す。

• Cisco UCSManager、リリース 3.1をUCS 6200シリーズファブリックインターコネクトに
ダウンロードして、このバージョンにアップグレードします。

• Cisco UCSManager、リリース 3.1をUCS 6300シリーズファブリックインターコネクトに
ダウンロードします。

•すべてのファブリックインターコネクトが同一バージョンのキックスタート、システム、
および UCS Managerイメージを備えていることを確認します。

• UCS 2304 IOMを使用するよう計画している場合は、バンドル Bをアップグレードしま
す。

UCS 2304 IOMには 2バージョンあります。UCS-IOM-2304V2に
は、Cisco UCS Manager 4.0(4)以降が必要です。同じシャーシに
UCS-IOM-2304V2およびUCS-IOM-2304を混在させることはでき
ません。

UCS-IOM-2304から UCS-IOM-2304V2に移行するには、2300シ
リーズ IOMへの移行（72ページ）の手順に従います。

（注）

• UCS 6332-16UPファブリックインターコネクトへの移行を計画している場合は、システ
ムで設定するVSANの数を決定します。15を超えるVSAN IDを設定している場合は、15
以下にこの数を減らして、UCS6332-16UPファブリックインターコネクトのファイバチャ
ネルまたはFCoEポートで発生する可能性のある設定の問題を回避します。UCS6332ファ
ブリックインターコネクトに移行する前に設定された VSANの数を減らす必要はありま
せん。
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6300シリーズファブリックインターコネクトモジュールへの移行
このセクションのステップは、次のシナリオに適用されます。

• UCS 6248ファブリックインターコネクトから UCS 2204または UCS 2208 IOMを使用す
る UCS 6332ファブリックインターコネクトに移行する

• UCS 6248ファブリックインターコネクトから UCS 2304 IOMを使用する UCS 6332-16UP
ファブリックインターコネクトに移行するとき

• UCS 6296ファブリックインターコネクトから UCS 2204または UCS 2208 IOMを使用す
る UCS 6332ファブリックインターコネクトに移行する

• UCS 6296ファブリックインターコネクトから UCS 2304 IOMを使用する UCS 6332-16UP
ファブリックインターコネクトに移行するとき

移行後は、ファブリックインターコネクトのポート関連の設定を削除してからポートを再設定

します。たとえば、UCS 6200シリーズファブリックインターコネクトから UCS 6300シリー
ズファブリックインターコネクトへの移行後に SPAN宛先ポートを再設定する必要がありま
す。

（注）

前提条件で説明したように、UCS6332-16UPへの移行を計画している場合は、移行の開始前に
UCSシステム内の設定済みの VSANの数を 15以下に減らしたことを確認してください。UCS
6332ファブリックインターコネクトに移行する前に設定された VSANの数を減らす必要はあ
りません。

（注）

Cisco UCS Manager（GUIと CLIのどちらか）を使用して、次のソフトウェア関連タスクを実
行します。詳細については、『Cisco UCS Manager開始ガイド』、『Cisco UCS Manager
Infrastructure Management Guide』、および手順のビデオを次の URLから参照してください：
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/
products-installation-and-configuration-guides-list.html

手順

ステップ 1 vNICフェールオーバーがサービスプロファイルで有効化されていることを確認します。

ステップ 2 下位のファブリックインターコネクトの [Configuration Evacuation]を有効にします。

ステップ 3 下位のファブリックインターコネクトのポートから、設定を削除します。

ステップ 4 下位のファブリックインターコネクトと IOMの間のケーブルを取り外します。

ステップ 5 アップリンクポートを削除します。

ステップ 6 下位のファブリックインターコネクトの設定を消去し、クラスタケーブルを取り外します。

Cisco UCS 5108サーバシャーシ設置ガイド
71

コンポーネントの取り付けと取り外し

6300シリーズファブリックインターコネクトモジュールへの移行

http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-installation-and-configuration-guides-list.html
http://www.cisco.com/c/en/us/support/servers-unified-computing/ucs-manager/products-installation-and-configuration-guides-list.html


ステップ 7 クラスタ内のプライマリ UCS 6248ファブリックインターコネクトに UCS 6332ファブリック
インターコネクトを接続します。

ステップ 8 UCS 6332ファブリックインターコネクトの 4x10ブレークアウトケーブルをUCS 2204または
UCS 2208 IOMに接続します。

ステップ 9 クラスタに下位のファブリックインターコネクトを参加させます。

ステップ 10 新しい Cisco UCS Manager GUIウィンドウを起動します。

ステップ 11 40のインターフェイスで 10 Gbpsとして動作するように下位のファブリックインターコネク
トのブレークアウトポートを設定します。

ステップ 12 サーバとアップリンクポートを設定します。CiscoUCSManagerによって IOMが検出されるこ
とを確認します。

ステップ 13 IOMが起動すると、自動アップグレードが開始されます。アップグレードが完了するまで待っ
てから、続行します。

ステップ 14 IOMが動作可能な状態であることを確認します。

ステップ 15 IOMのバックプレーンポートが Cisco UCS 6332の下位のファブリックインターコネクトに接
続されていることを確認します。すべてのポートがアップしている場合は、次のステップに進

みます。ポートがアップしていない場合は、[Acknowledge IO Module]をクリックします。

ステップ 16 下位のファブリックインターコネクトの [Configuration Evacuation]を無効にします。

ステップ 17 HAの準備ができたら、プライマリのロールをCisco UCS 6332ファブリックインターコネクト
クラスタリードに変更します。

ステップ 18 ステップ 2から 16を繰り返して、Cisco UCS 6248ファブリックインターコネクトをCisco UCS
6332ファブリックインターコネクトで置き換えます。

2300シリーズ IOMへの移行
移行時には、次の手順が適用されます。

プライマリおよび下位の IOMが異なるモデルの場合、IOM全体のステータスは [Peer Comm
Problem]として示されます。ただし、それでも IOMは交換できます。

（注）

手順

ステップ 1 下位のファブリックインターコネクトの既存の IOMに接続されているサーバポートの設定を
削除します。

ステップ 2 ケーブルを取り外し、シャーシ内の既存の IOMを新しい IOMに交換します。

I/Oモジュールの交換 (UCS Miniの UCS 6324ファブリックインターコネクト)（65ページ）
の手順を使用します。
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ステップ 3 新しい IOMと UCS 6300シリーズまたは UCS 6400シリーズファブリックインターコネクト
にケーブルを接続します。

ステップ 4 ポートをサーバポートとして設定します。

ステップ 5 自動アップグレードが IOMで完了するのを待ちます。

ファンモジュールの取り付けと取り外し
ファンモジュール（N20-FAN5）はホットスワップ可能であり、その際にシステムに電気的障
害や損傷が起こることはありません。ただし、システムの動作中に取り外すことができるファ

ンモジュールは 1つだけです。複数のファンモジュールを取り外すと、過熱が起こるおそれ
があります。

ファンを取り外したときは、シャーシ内のルーバーがシステムへの空気の再循環または冷却の

損失を防ぎます。ただし、一部のファンモジュールを適切に装着しないまま長期間運用を続け

ないでください。

（注）

ファンモジュールの取り付け

手順

ステップ 1 バネ式ラッチが上になるようにファンモジュールを持ちます。

ステップ 2 ファンモジュールをシャーシに差し込んで、モジュールが適切に装着されてバネ式ラッチがか
かるまで押し込みます。

ステップ 3 シャーシの電源が入っている場合は、ファンの音を聞きます。問題がなければすぐに動作音が
聞こえます。動作音が聞こえない場合は、ファンモジュールがシャーシに完全に挿入されてい

て、前面プレートがシャーシの外面と面一になっているかどうかを確認します。

ステップ 4 LEDの動作が期待どおりであることを確認します。LEDの位置（22ページ）およびLEDの
解釈（24ページ）を参照してください。
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図 43 : Cisco UCSサーバシャーシ内でのファンモジュール（N20-FAN5）の位置

19
25

21

ファンモジュールの取り外し

手順

ステップ 1 ファンモジュールのハンドルを持ちます。

ステップ 2 ファンモジュールの上部にあるバネ式ラッチを下に押します。

ステップ 3 ファンモジュールをシャーシから完全に引き抜きます。

シャーシは、すべてのファンモジュールが装着され、それらが同時に動作しているこ

とを前提に設計されています。ファンモジュールベイが空になる時間は、新しいファ

ンモジュールを交換するのに必要な時間だけにとどめておいてください。

（注）
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付録 A
技術仕様

この付録では、CiscoUCS5108サーバシャーシの技術仕様を示します。この付録の内容は次の
とおりです。

• KVMケーブル（75ページ）
•シャーシ仕様（76ページ）
•環境仕様（77ページ）
• Cisco UCS 5108ブレードサーバシャーシの電源ユニットの仕様（78ページ）
•サポートされる AC電源コードとプラグ（82ページ）

KVMケーブル
KVMケーブル（N20-BKVM）は Cisco UCSブレードサーバに接続することで、DB9シリアル
コネクタ、モニタ用のVGAコネクタ、およびキーボードとマウス用のデュアルUSBポートを
提供します。このケーブルを使用すると、ブレードサーバで実行されているオペレーティング

システムと BIOSに直接接続できます。

図 44 :ブレードサーバ用 KVMケーブル

モニタ用の VGA接続3ブレードサーバス

ロットへのコネクタ

1

マウスおよびキーボー

ド用の 2ポート USB
コネクタ

4DB9シリアルコネク
タ

2

Cisco UCS 5108サーバシャーシ設置ガイド
75



シャーシ仕様
表 17 : Cisco UCSサーバシャーシ

仕様説明

26.7 cm（10.5インチ）×44.5 cm（17.5インチ）
× 81.2 cm（32インチ）

高さ×幅×奥行き

8ブレードサーバスロット

2FEXスロット

8ファンモジュールベイ

4電源装置ベイ

1.2 Tb（集約時）バックプレーンスループット

表 18 :シャーシコンポーネントの重量

仕様説明

40.83 kg（90ポンド）空のシャーシ

1.13 kg（2.5ポンド）FEX

1.13 kg（2.5ポンド）UCS 6324ファブリックインターコネクト

0.82 kg（1.8ポンド）ファンモジュール

6.1 kg（13.5ポンド）B200ブレードサーバ

8.16 kg（18.0ポンド）5B230ブレードサーバ

11.34 kg（25ポンド）5B250ブレードサーバ

15.65 kg（34.5ポンド）5B440ブレードサーバ

0.36 kg（0.8ポンド）ハードドライブ

約 255 kg（115.66ポンド）、選択したモデル
とオプションに応じて異なる

フル構成時の UCS 5108サーバシャーシ

2
ここに示されているシステム重量は、フル構成のシステムの場合の見積もりの重量であ

り、搭載されているデバイスによって異なります。
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環境仕様
表 19 :シャーシの環境仕様

仕様説明

50～ 95 °F（10～ 35 °C）

(高度が上がると、300mごとに最大温度が 1°
C減少します)。

165 W以上を消費する TDPプロセッサでは、
ファンで障害が発生した状態、またはシステ

ムの空気取り入れ口の温度が 32 °C（89.6 °F）
を超えた状態で動作すると、アプリケーショ

ンの負荷次第で、システムパフォーマンスが

低下することがあります。詳細については、

M5ブレードサーバサービスノートの CPU
設定ルールを参照してください。

詳細情報については、『Ciscoユニファイドコ
ンピューティングシステムサイトプランニン

グガイド:データセンターの電源と冷却』を参
照してください。

動作温度、高度 0～ 3,000 m（0～ 10,000
フィート）

–40～ 149°F（–40～ 65°C）非動作温度、高度 0～ 12,000 m（0～ 40,000
フィート）

動作時：10-90%、28°C（最大湿球温度）

非動作時：5-93%、38°C（最大湿球温度）

湿度（RH）、結露なし

動作時：0～3,000m（0～10,000フィート）、
3,000 m（10,000フィート）を超えると、最大
温度が 300 m（1,000フィート）ごとに 1°C低
下

非動作時：12,000 m（40,000フィート）

高度

83 dBA（通常動作温度時）騒音レベル
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Twinax SFP+トランシーバの環境条件と電力要求仕様
表 20 : SFP+トランシーバの環境条件と電力要件

単位最大最小記号パラメータ

°C85–40TS保管温度

°C500TCケース温度

V3.53.1VCCT、Rモジュール供給電

圧

Cisco UCS 5108ブレードサーバシャーシの電源ユニット
の仕様

表 21 : AC入力ゴールド電源装置（N20-PAC5-2500W）の仕様

仕様説明

電圧範囲 100～ 120 VAC、200～ 240 VAC（公
称）（範囲：90～ 132VAC、180～ 264VAC）

AC入力電圧

公称 50～ 60 Hz（範囲：47～ 63 Hz）AC入力周波数

12.5 A @ 100 VAC

6.0 A @ 208 VAC
最大 AC入力電流

1250 VA @ 100 VAC最大入力 VA

800 W @ 100～ -120 VAC

1050 W @ 200～ -240 VAC

電源モジュールあたりの最大出力電力

15 A（サブサイクル期間）最大突入電流

12 ms @ 770 W最大遅延時間

12 VDC電源装置の出力電圧

12 VDC電源装置のスタンバイ電圧

Climate Savers Platinum Efficiency（80Plus
Platinum認証済み）

効率評価

RSP2（C-Series 1Uおよび C3x60ストレージ
サーバ）

フォームファクタ
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仕様説明

IEC320 C14入力コネクタ

表 22 : AC入力プラチナ電源装置（UCSB-PSU-2500ACPL）の仕様

仕様説明

UCSソフトウェアリリース 2.0(2)最小ソフトウェア要件

公称 200～ 240 VAC（範囲：180～ 264 VAC）AC入力電圧

公称 50および 60 Hz（範囲：47～ 63 Hz）AC入力周波数

< 16 A @ 200 VACAC入力電流

2790 VA @ 200 VAC最大入力 VA

2500 W（最大 4つの電源装置）電源モジュールあたりの最大出力電力

35 A（サブサイクル期間）最大突入電流

8530 BTU最大発熱量

12 ms @ 2500 W最大遅延時間

12 VDC @ 208 A電源装置の出力電圧

3.3 VDC @ 5A電源装置のスタンバイ電圧

Climate Saversプラチナ効率評価

20% 50% 100%

90% 94% 91%
効率（80Plusプラチナ認定）

IEC320 C20入力コネクタ

表 23 : DC入力電源装置（UCSB-PSU-2500DC48）の仕様

仕様項目

Cisco UCSソフトウェアリリース 2.0(1)

Capability Catalogバージョン 42

最小ソフトウェア要件

公称 -48～ -60 VDC

（範囲：-40～ -72 VDC）

DC入力電圧

2500 W最大出力

90 A（コールドスタート）最大突入電流
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仕様項目

71 A電流引き込み（最小電圧時）

40 A電流引き込み（最大電圧時）

2840 W最大入力 VA

88 %（負荷 10 %）

88%（負荷 20%）

92%（負荷 50%）

88%（負荷 100%）

効率

1/0 AWGサイズの銅線を収容する Panduit
LCD4-14AF-Lまたはそれと同等の 90度角の
バレル型ラグ端子（2つ穴タング）を受け付け
ます。コネクタタングの幅は 0.82インチ、ス
タッド穴の間隔は 5/8インチ、穴のサイズは
1/4インチです。

DC入力端子ブロック

8ミリ秒（50%負荷時）

4ミリ秒（100%負荷時）

最大遅延時間

表 24 : HVDC入力プラチナ電源装置（UCSB-PSU-2500HVDC）の仕様

仕様項目

公称 200～ 380VDC（範囲：180～ 400VDC）DC入力電圧

15.5 Amps @ 200 VDC最大 DC入力電流

2500 W最大出力

35 A最大突入電流

Climate Saversプラチナ効率評価

10% 20% 50% 100%

93.5% 94.9% 95% 93%
効率（80Plusプラチナ認定）

12 VDC電源装置の出力電圧

12 ms 2500 W最大遅延時間

IEC320 C20入力コネクタ
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表 25 : AC入力デュアル電圧プラチナ電源装置（UCSB-PSU-2500ACDV）の仕様

仕様説明

公称 200～ 240 VAC（範囲：180～ 264 VAC）

UCS6324ファブリックインターコネクトでは
公称 100～ 120 VAC（範囲：90～127 VAC）
のみサポート

AC入力電圧

公称 50および 60 Hz（範囲：47～ 63 Hz）AC入力周波数

< 15 A @ 200 VACAC入力電流

2790 VA @ 200 VAC最大入力 VA

2500 W @ 200～ 240 VAC

1300 W @ 100～ 120 VAC

電源モジュールあたりの最大出力電力

35 A（サブサイクル期間）最大突入電流

8530 BTU最大発熱量

12 ms @ 2500 W最大遅延時間

12 VDC @ 208 A電源装置の出力電圧

3.3 VDC @ 5A電源装置のスタンバイ電圧

Climate Saversプラチナ効率評価

10% 20% 50% 100%

93.5% 94.9 % 95% 93%
効率（80Plusプラチナ認定）

IEC320 C20入力コネクタ

DC配線は、当該地域の法規制に準拠している必要があります。有資格の現地電気技術者に依
頼して、必要な DC配線を設置することを推奨します。

ブレードサーバに必要な電源装置ユニットの数を判別するにあたっては、それぞれ 1つのス
ロットサーバには最大 550Wが割り当てられ、個々のフル幅サーバには最大 1100Wが割り当
てられることに注意してください。詳細な見積については、シスコの営業担当にお問い合わせ

ください。

サポートされる電源コードの詳細については、『CiscoUCS5108サーバシャーシ設置ガイド』
を参照してください。
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サポートされる AC電源コードとプラグ
ブレードサーバシャーシ PDUのAC電源コネクタには、IEC 320 C20ソケットを使用します。
シャーシの電源装置にはそれぞれ個別に電源コードがあります。AC電源にブレードサーバの
電源装置ユニットを接続するための電源コードとしては、一方の端に IEC 320 C19プラグがあ
り、もう一方の端には、国内のAC電源コンセント仕様に準拠するプラグがあるものを使用し
ます。ブレードサーバシャーシの電源装置ユニット用にどのコードを注文するかについては、

次の表を参照してください。どの電源コードを注文する必要があるかを判断する場合、参照リ

ンクをクリックすると、そのプラグが施設の電源コンセントに準拠しているかどうかを確認で

きます。

ラック用のジャンパ電源コードは、必要に応じて標準の電源コードの代わりに使用できます。

オプションのジャンパ電源コードには、シャーシのPDUとの接続側に IECC19コネクタ（Cisco
RPシリーズ PDUなど）、IEC C19コンセントとの接続側に IEC C20コネクタが付いていま
す。詳細については、シスコの営業担当者にお問い合わせください。

使用できるのは、シャーシに付属の標準の電源コードまたはジャンパ電源コードだけです。（注）

オーストラリアおよびニュージーランド

電源コード部品番号：CAB-AC-16A-AUS

コードセット定格：16A、250 VAC

図 45 : Cisco UCS 5108ブレードサーバシャーシの CAB-AC-16A-AUS電源コード

Cordset rating: 16 A, 250 V
Length: 14 ft 0 in. (4.26 m)
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Connector: IEC 60320 C19

Plug: AU20S3

ヨーロッパ大陸

電源コード部品番号：CAB-AC-2500W-EU

コードセット定格：16A、250 VAC
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図 46 : UCS 5108ブレードサーバシャーシの CAB-AC-2500W-EU電源コード

Cordset rating: 16 A, 250 V
Length: 14 ft 0 in. (4.26 m)
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Connector: IEC 60320 C19

Plug: CEE 7/7

インターナショナル

電源コード部品番号：CAB-AC-2500W-INT

コードセット定格：16A、250 VAC

図 47 : UCS 5108ブレードサーバシャーシの CAB-AC-2500W-INT電源コード

Cordset rating: 16 A, 250 V
Length: 14 ft 0 in. (4.26 m)
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Connector: IEC 60320 C19

Plug: IEC 309

イスラエル

電源コード部品番号：CAB-AC-2500W-ISRL

コードセット定格：16A、250 VAC
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技術仕様

インターナショナル



図 48 : UCS 5108ブレードサーバシャーシの CAB-AC-2500W-ISRL電源コード

日本および北米

非ロッキング型、200～ 240-VAC動作

電源コード部品番号：CAB-AC-2500W-US1

コードセット定格：16A、250 VAC

図 49 : UCS 5108ブレードサーバシャーシの CAB-AC-2500W-US1電源コード

Cordset rating: 20 A, 250 V
Length: 14 ft 0 in. (4.26 m)

11
33

62

Connector: IEC 60320 C19

Plug: NEMA 6-20

ロッキング型、200～ 240-VAC動作

電源コード部品番号：CAB-AC-C6K-TWLK

コードセット定格：16A、250 VAC
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日本および北米



図 50 : UCS 5108ブレードサーバシャーシの CAB-AC-C6K-TWLK電源コード

Cordset rating: 20 A, 250 V
Length: 14 ft 0 in. (4.26 m)
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Connector: IEC 60320 C19
Plug: NEMA L6-20

中国

電源コード部品番号：CAB-AC-16A-CH

コードセット定格：16A、250 VAC

図 51 : Cisco UCS 5108ブレードサーバシャーシの CAB-AC-16A-CH電源コード
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Cordset rating: 16A, 250V
Length: 14 ft 0 in. (4.26 m)

Plug: GB16C Connector: IEC
60320-1 C19

台湾

電源コード: CAB AC C19 TW

プラグ: 250 VAC 16 A、C19

長さ: 7.5フィート/2.3メートル

スイス

電源コード部品番号：CAB-ACS-16

コードセット定格：16A、250 VAC
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中国



図 52 : UCS 5108ブレードサーバシャーシの CAB-ACS-16電源コード

Plug: SEV 5934-2
Type 23

Cordset rating: 16 A, 250 V
Length: 8 ft 2 in. (2.5 m)
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Connector: IEC 60320 C19

配電ユニット（PDU）
電源コード部品番号：CAB-C19-CBN

コードセット定格：適用なし

図 53 : UCS 5108ブレードサーバシャーシの CAB-C19-CBN電源コード

Cordset r ating: 16 A, 250 V
Length: 9 ft 0 in. (2.7 m)
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Connector :
IEC 60320 C19

Connector :
IEC 60320 C20
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付録 B
設置場所の準備およびメンテナンス記録

シャーシの設定情報を確認する方法については、『CiscoUCSConfigurationGuide』を参照して
ください。

（注）

この付録では、Cisco UCSサーバシャーシの設置時に使用する次の記録を示します。

•設置環境チェックリスト（87ページ）
•連絡先および設置場所情報（90ページ）
•シャーシおよびモジュール情報（91ページ）
• FEXポート接続レコード（92ページ）
• UCS 6324ファブリックインターコネクトのポート接続レコード（93ページ）

設置環境チェックリスト
装置の設置場所およびレイアウトを計画することは、ネットワークの正常な動作、通気、およ

び作業の容易さを維持するのに必要です。設置場所に必要な空調要件を決定するときには、熱

放散を考慮してください。
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表 26 :設置環境のチェックリスト

日付時刻確認者準備作業作業番号

設置場所の確認

•広さおよびレ
イアウト

•床の表面仕上
げ

•衝撃および振
動

•照明

•メンテナンス
作業の容易さ

1

環境の確認

•周囲温度

•湿度

•高度

•空気の汚染

•エアーフロー

2
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日付時刻確認者準備作業作業番号

電源の確認

•入力電源のタ
イプ

•電源コンセン
ト

•電源コンセン
トと機器の距

離

•電源モジュー
ル用の専用回

路

•冗長電源モ
ジュール用の

専用（個別）

回路

• UPS停電用

3

アースの確認

•回路ブレー
カーの容量

• COアース
（AC電源シ
ステム）

4

ケーブルおよびイ

ンターフェイス機

器の確認

•ケーブルタ
イプ

•コネクタタ
イプ

•ケーブルの距
離制限

•インターフェ
イス機器（ト

ランシーバ）

5
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日付時刻確認者準備作業作業番号

EMI評価：

•信号の距離制
限

•設置場所の配
線

• RFIレベル

6

3
シャーシに搭載した電源モジュールに、専用の AC電源回路が用意されていることを確
認してください。

4 UPS：無停電電源装置。
5 EMI：電磁干渉。
6 RFI：無線周波数干渉。

連絡先および設置場所情報
次のワークシートに、連絡先および設置場所の情報を記録してください。

表 27 :連絡先および設置場所情報

担当者

担当者の電話番号

連絡先 Eメール

建物および設置場所の名称

データセンターの位置

設置フロアの位置

住所（1）

住所（2）

市町村

状態

郵便番号

Country
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シャーシおよびモジュール情報
次のワークシートを使用して、サーバシャーシとシャーシに収容するモジュールに関する情報

を記録します。

契約番号_______________________________________________

シャーシのシリアル番号___________________________________________

製品番号________________________________________________

表 28 :デバイス情報

注シリアル番号デバイス

ブレードサーバ 1

ブレードサーバ 2

ブレードサーバ 3

ブレードサーバ 4

ブレードサーバ 5

ブレードサーバ 6

ブレードサーバ 7

ブレードサーバ 8

I/Oモジュール 1

I/Oモジュール 2

すべてのサーバシャーシモジュールのシリアル番号は Cisco UCS Managerを使用して取得で
きます。

（注）
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FEXポート接続レコード
表 29 :シャーシ FEXからファブリックインターコネクトへのポート接続レコード

接続先FEX

接続の注意ポートスロットファブリック

インターコネ

クト（Aまた
は B）

ポート番号

11

2

3

4

5

6

7

8

12

2

3

4

5

6

7

8
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UCS 6324ファブリックインターコネクトのポート接続レ
コード

表 30 :ポート接続レコード

接続先ファブリックインターコネクト

接続の注意ポートスロットポート番号

11

2

3

4

5

6

7

8

12

2

3

4

5

6

7

8
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